
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
の
人
出
戻
る

ア
剤
と
し
て
開
発
さ
れ
、
現

在
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た

ア
ビ
ガ
ン
な
ど
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

治
療
薬
に
な
り
う
る
と
し
て

国
際
的
に
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。 

　

同
薬
に
関
し
て
は
現
在
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
敬
愛

す
る
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治

療
薬
と
し
て
承
認
さ
せ
る
よ

う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
。
３
月
２
１
日
に
は
早
期

に
使
用
で
き
る
よ
う
、
同
国

食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

に
承
認
を
呼
び
か
け
、
Ｆ
Ｄ

Ａ
も
同
月
２
９
日
に
緊
急
治

療
薬
と
し
て
承
認
し
て
い

る
。 

　

ま
た
、伯
国
に
お
い
て
も
、

権
威
あ
る
心
臓
外
科
医
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
リ
ル
医
師

が
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
服
用
し

て
回
復
し
た
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
同
じ
く
感
染
病
学
の

権
威
ダ
ヴ
ィ
・
ウ
イ
ッ
ピ
医

師
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
）
の
感

染
者
は
増
え
続
け
て
お
り
、
８
日
午
後
５
時
す
ぎ
の
保
健
省
発
表
で
は
、
感
染
者

１
万
５
９
２
７
人
、
死
者
８
０
０
人
と
な
っ
た
。
感
染
者
の
数
も
死
者
の
数
も
国

内
で
最
も
多
い
聖
州
で
は
外
出
自
粛
令
が
４
月
２
２
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
聖

市
で
は
、
周
辺
地
域
を
中
心
に
外
出
自
粛
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
光
景
が
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
聖
州
と
並
び
感
染
者
数
の
多
い
リ
オ
州
リ
オ

市
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
も
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
、８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
は
７

日
、
伯
国
の
中
国
大
使
館
に

自
ら
電
話
を
し
て
、
同
国
大

使
の
ヤ
ン
・
ワ
ン
ミ
ン
氏
と

会
話
を
行
い
、
両
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

の
協
力
を
確
認
し
あ
っ
た
と

い
う
。
ヤ
ン
氏
と
い
え
ば
、

大
統
領
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア

回
目
の
公
式
声
明
を
発
表
し

た
。
前
回
ま
で
と
は
異
な
り
、

社
会
的
隔
離
政
策
を
直
接
批

判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

大
統
領
本
人
は
隔
離
政
策
に

反
対
の
立
場
の
ま
ま
で
、
６

日
に
は
保
健
相
解
任
の
寸
前

ま
で
い
っ
た
。 

　

聖
州
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
知
事
は
６
日
の
延
長
時
、

市
長
に
は
外
出
自
粛
令
を
順

守
さ
せ
る
責
任
が
あ
り
、
不

服
従
者
に
は
軍
警
が
警
告
お

よ
び
指
導
を
行
い
、
逮
捕
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。 

　

他
州
に
先
駆
け
、
３
月

１
７
日
に
隔
離
政
策
を
開
始

し
た
リ
オ
州
で
も
、
リ
オ
市

北
部
ア
レ
モ
ン
地
区
の
複
合

フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
な
ど
で
、
一
旦

は
街
路
が
空
に
な
り
、
多
く

の
商
店
も
閉
店
し
て
い
た
の

に
、
約
２
０
日
後
に
は
、
外

外
出
自
粛
令
徹
底
さ
れ
ず

染
症
か
ら
の
復
帰
後
に
受
け

た
取
材
で
、「
ク
ロ
ロ
キ
ン

を
服
用
し
た
か
」
の
問
い
に

曖
昧
な
答
え
を
行
っ
た
。
自

分
自
身
も
医
師
の
マ
ン
デ
ッ

タ
保
健
相
も
、「
医
師
が
自

分
の
責
任
で
処
方
す
る
分
に

は
解
禁
し
て
も
良
い
」
と
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。 

　

だ
が
同
時
に
、
マ
ン
デ
ッ

タ
保
健
相
は
、「
一
般
に
服

用
さ
れ
る
に
は
、
多
く
の

実
験
結
果
が
必
要
」
と
し

て
、
同
薬
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
治
療
薬
と
し
て
の
一
般

使
用
に
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
る
。
ク
ロ
ロ
キ
ン
は
副

作
用
と
し
て
網
膜
症
や
心
臓

障
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

１
９
５
０
年
代
に
使
用
禁
止

　

ク
ロ
ロ
キ
ン
、
ヒ
ド
ロ
キ

シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
の
存
在
は
６

日
夜
の
記
者
会
見
で
、
ル
イ

ス
・
エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ

タ
保
健
相
が
、「
大
統
領
と

の
会
談
後
、
あ
る
医
者
た
ち

か
ら
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
と
し
て

解
禁
す
る
の
を
認
め
る
大
統

領
令
へ
の
署
名
を
求
め
ら
れ

た
が
断
っ
た
」
と
発
言
し
て

注
目
を
浴
び
て
い
る
。 

　

ク
ロ
ロ
キ
ン
は
抗
マ
ラ
リ

　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
推
奨
し
、
伯
国
内
で
も
特

定
の
医
師
勢
力
が
推
薦
す
る

ク
ロ
ロ
キ
ン
や
同
薬
発
展
系

の
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン

を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

治
療
薬
と
し
て
も
認
め
さ
せ

よ
う
と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
動
い
て
い
る
。
同
薬
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
効
薬

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
テ
ス
ト
段
階

で
、
一
般
使
用
す
る
に
は
人

体
へ
の
危
険
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
８
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。 米

伯
で
大
統
領
が
強
引
に
推
進

解
析
力
不
足
で
検
査
数
増
足
踏
み

背
後
に
製
薬
会
社
等
の
勢
力
も
？

に
な
っ
た
前
例
が
あ
る
。
ク

ロ
ロ
キ
ン
に
比
べ
、
比
較
的

安
全
と
さ
れ
る
ヒ
ド
ロ
キ
シ

ク
ロ
ロ
キ
ン
も
、
ト
ラ
ン
プ

氏
の
前
述
の
発
言
後
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
で
買
い
求
め
た
人

が
続
出
し
、
２
人
の
中
毒
患

者
が
出
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。 

　

ま
た
、
治
療
薬
開
発
の
一

方
で
、
政
治
家
と
医
療
関
係

者
た
ち
の
間
で
の
不
正
行
為

の
疑
惑
が
早
く
も
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
エ
ス
タ
ー
ド
紙
に

よ
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン

に
関
し
て
、
特
定
の
製
薬
会

社
と
の
密
な
関
係
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

背
後
に
も
、
免
疫
医
学
の
医

師
、
ニ
ー
ゼ
・
ヤ
マ
グ
チ
氏

が
背
後
で
ロ
ビ
ー
運
動
を
仕

掛
け
て
い
る
と
の
説
が
報
じ

ら
れ
始
め
て
い
る
。 

トランプ、ボウソナロ両大統領
（Alan Santos/PR） 

検査証を見せるリオ州の医療関係者
（Antonio Rezende/PMRJ/Fotos Publicas）

聖
州
知
事
、逮
捕
の
可
能
性
を
口
に

コ ロ ナ 禍

に
出
る
人
が
増
え
、
多
く
の

店
舗
も
営
業
を
再
開
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

　

４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

は
、
営
業
が
許
可
さ
れ
て
い

な
い
の
に
開
い
て
い
る
店
や
、

感
染
し
た
ら
命
を
落
と
す

危
険
が
高
い
高
齢
者
を
含
む

人
々
が
群
れ
を
な
し
て
い
る

様
子
が
多
く
見
ら
れ
た
。
学

校
が
休
校
に
な
り
、
行
き
場

を
失
っ
た
子
供
た
ち
も
、
外

に
出
て
遊
ん
で
い
た
。 

　

リ
オ
市
南
部
の
イ
パ
ネ
マ

海
岸
で
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
に
海
に
入
っ
た
サ
ー

フ
ァ
ー
が
拘
束
さ
れ
た
。
ニ

テ
ロ
イ
市
で
は
、
海
岸
沿
い

を
歩
い
て
い
た
女
性
が
２
人

逮
捕
さ
れ
た
。
リ
オ
市
西
部

で
は
、
無
許
可
営
業
の
バ
ー

ル
が
閉
鎖
さ
れ
、
６
０
人
が

集
ま
っ
て
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
が

強
制
終
了
さ
せ
ら
れ
た
。

ル
ド
下
議
や
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ

ウ
ビ
教
育
相
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

「
中
国
に
よ
る
陰
謀
」
と
発

言
し
た
際
に
強
く
抗
議
し
た

人
物
だ
。
同
氏
が
抗
議
し
た

後
も
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
派
が
反
中

国
を
煽
る
ネ
ッ
ト
で
の
運
動

を
展
開
し
た
た
め
、
心
配
も

さ
れ
た
が
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏

が
仲
介
役
を
買
っ
て
出
た
。

中
国
は
マ
ス
ク
や
人
工
呼
吸

器
の
世
界
的
供
給
国
で
、
現

在
は
引
く
手
あ
ま
た
だ
。 

　
　
　
　
　

◉ 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、「
大
勢
の
人
が

集
ま
る
機
会
」
は
避
け
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、

聖
州
イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・

セ
ー
ラ
で
は
、
３
月
に
大
人

数
を
招
い
て
誕
生
パ
ー
テ
ィ

を
行
っ
た
一
団
か
ら
１
４
人

が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
６
０

〜
６
２
歳
の
兄
弟
３
人
が
亡

く
な
る
悲
劇
が
起
き
た
。
し

か
も
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
う

ち
の
一
人
は
、
誕
生
日
を

祝
わ
れ
た
女
性
の
夫
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
そ
の
女
性
に

と
っ
て
は
「
呪
わ
れ
た
パ
ー

テ
ィ
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
パ
ー
テ
ィ
を
行
っ
た
の

は
、
非
常
事
態
宣
言
と
外
出

自
粛
令
が
出
る
１
週
前
の
３

月
１
３
日
だ
っ
た
。 

　
　
　
　
　

◉ 

　

１
０
日
は
「
受
難
日
（
パ

イ
シ
ョ
ン
）」
の
休
日
で
、

１
２
日
の
復
活
祭
（
パ
ス
コ

ア
、
イ
ー
ス
タ
ー
）
ま
で
３

連
休
と
な
る
。
聖
州
の
海
岸

部
な
ど
は
毎
年
、
こ
の
連
休

は
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

伴
う
外
出
自
粛
令
（
ク
ア
レ

ン
テ
ー
ナ
）
の
影
響
で
、
観

光
客
の
流
入
を
止
め
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
パ
ス
コ
ア
は
浜
辺
で

で
は
な
く
、
ビ
デ
オ
通
話
な

ど
で
祝
っ
て
み
て
は
。 

保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
口

座
か
ら
最
大
１
０
４
５
レ
ア

ル
を
引
き
出
す
こ
と
を
認
め

る
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
を
発
表

し
た
。
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。 

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
は
企
業
が
正
規

雇
用
者
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
る
退
職
金
で
、
原
則
と

し
て
退
職
時
も
し
く
は
住
宅

購
入
時
に
の
み
引
き
落
と
せ

る
が
、
近
年
は
景
気
振
興
策

と
し
て
、
政
府
が
臨
時
の
引

き
落
と
し
を
認
め
て
き
た
。

労
働
者
に
〃
臨
時
収
入
〃
を

与
え
て
消
費
に
回
し
て
も
ら

い
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

意
図
だ
。 

　

今
回
は
消
費
活
性
化
以
前

に
、
コ
ロ
ナ
災
禍
に
伴
う
社

会
隔
離
政
策
に
よ
り
、
多
く

の
国
民
が
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
中
で
の
救
済
措
置
的

意
味
合
い
で
、
休
眠
口
座
と

通
常
口
座
の
双
方
か
ら
の
引

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
抑

制
が
急
務
と
な
る
中
、
各
州

が
検
査
を
加
速
す
る
た
め
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
が
、
検

査
の
実
施
数
や
解
析
能
力
に

は
問
題
が
あ
る
と
、
６
〜
７

日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
な
ど
が

報
じ
て
い
る
。 

　

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

誰
が
感
染
し
て
お
り
、
誰
は

隔
離
す
べ
き
か
な
ど
の
情
報

が
必
要
だ
が
、
実
際
に
は
、

聖
州
だ
け
で
１
万
７
千
件
も

の
検
査
が
結
果
待
ち
と
い
う

状
態
が
続
い
て
い
る
。 

　

検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
と

か
、
検
査
を
受
け
て
も
結
果

が
出
な
い
と
い
う
状
態
は
、

感
染
拡
大
抑
制
に
は
大
き
な

足
か
せ
と
な
る
た
め
、
聖
州

政
府
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大

学
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
ブ
タ
ン
タ
ン

研
究
所
に
検
査
キ
ッ
ト
の
増

産
と
共
に
、
検
査
の
ま
と
め

役
を
依
頼
。
７
日
に
は
聖
市

の
ア
ド
ル
フ
ォ
・
ル
ッ
ツ
研

究
所
で
滞
っ
て
い
た
サ
ン
プ

ル
を
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
フ
レ
ウ
リ

と
い
っ
た
聖
市
内
の
研
究
所

や
内
陸
部
に
あ
る
研
究
所
に

振
り
分
け
る
作
業
が
行
わ
れ

た
。 

　

た
だ
し
、
サ
ン
プ
ル
を
解

析
す
る
研
究
所
数
は
増
え
て

も
、
反
応
薬
の
供
給
量
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
現
状
で
処

理
出
来
る
の
は
、
１
０
日
間

で
９
千
件
の
見
込
み
で
、
結

果
待
ち
の
人
の
列
は
な
か
な

か
減
り
そ
う
も
な
い
。 

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
知
事

の
要
請
で
検
査
用
キ
ッ
ト
を

増
産
し
始
め
た
ブ
タ
ン
タ
ン

研
究
所
は
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・

ク
ル
ス
研
究
院
に
も
キ
ッ
ト

の
供
給
の
話
を
し
始
め
た
。

ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
や
カ
ン
ピ
ー

ナ
ス
大
学
、
リ
オ
連
邦
大
学

な
ど
、
国
内
の
諸
大
学
や
研

究
機
関
で
検
査
の
開
発
も
進

ん
で
い
る
事
な
ど
か
ら
、
検

査
の
実
施
は
加
速
化
す
る
見

込
み
だ
。 

　

一
例
は
リ
オ
州
で
、
７
日

か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
患

者
へ
の
対
応
数
の
多
い
病
院

を
皮
切
り
に
、
医
療
関
係
者

へ
の
検
査
を
始
め
た
。 

　

た
だ
、
購
入
可
能
な
検
査

キ
ッ
ト
数
や
解
析
能
力
、
反

応
薬
の
供
給
量
な
ど
の
限
界

も
あ
り
、
重
症
者
へ
の
検
査

を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
州

も
あ
る
の
は
事
実
だ
。 

　

聖
州
の
場
合
、
州
保
健
局

が
３
月
に
医
療
関
係
者
と
重

症
者
の
デ
ー
タ
の
み
を
送

る
よ
う
に
と
の
指
示
を
医
療

機
関
に
出
し
た
事
を
問
題
視

し
た
会
計
検
察
局
が
、
３
月

３
０
日
に
、
検
査
数
を
増
や

　

１
８
年
の
リ
オ
州
議
会
選

挙
で
最
多
得
票
を
記
録
し
た

ロ
ド
リ
ゴ
・
ア
モ
リ
ム
州

議
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

に
、
以
前
、
リ
オ
州
内
の
市

の
幽
霊
職
員
だ
っ
た
過
去
が

あ
り
、
働
か
ず
に
合
計
で
約

８
万
２
千
レ
ア
ル
の
給
与
を

受
け
取
っ
て
い
た
疑
惑
が
生

じ
て
い
る
。
８
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

こ
れ
は
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
海

岸
部
の
メ
ス
キ
ー
タ
市
の
検

察
が
明
ら
か
に
し
た
も
の

だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
モ

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引
き
落
と
し
認
め
る

６
千
万
人
に
平
均
５
８
０
レ

州
検
察
局
、
現
状
を
問
題
視

クロロキン

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
に

最
多
得
票
州
議
は
元
幽
霊
職
員
？ 

マ
リ
エ
レ
の
プ
レ
ー
ト
割
り
で
有
名
に

リ オ

外出自粛令延長を発表するジョアン・ドリア聖州知事
（GOVESP） 

　

各
市
や
各
州
政
府
が
外
出

自
粛
令
を
出
し
、
外
に
出
な

い
よ
う
呼
び
掛
け
て
も
、
賑

わ
い
が
一
向
に
収
ま
ら
な
い

地
域
も
存
在
す
る
。 

　

Ｇ
１
サ
イ
ト
は
、
聖
市
の

様
々
な
地
域
で
、人
々
が
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
、
バ
ー
ル
に

集
ま
っ
た
り
、
バ
ス
が
満
員

状
態
で
走
っ
た
り
し
て
い
る
様

子
を
確
認
し
た
。
こ
の
現
状

は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
よ
る
指
導
に
反
し
て

い
る
。 

　

外
出
自
粛
を
無
視
す
る
動

き
は
、
富
裕
層
エ
リ
ア
で
も

見
ら
れ
た
。
５
日
の
日
曜
日

は
、ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区
に
あ
り
、

美
し
い
夕
陽
が
見
ら
れ
る
こ

と
で
有
名
な
公
園
に
大
勢
の

人
が
出
か
け
、
パ
ウ
リ
ス
タ

大
通
り
の
自
転
車
レ
ー
ン
に

も
い
っ
ぱ
い
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト

が
繰
り
出
し
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
た
。 

　

外
出
自
粛
令
な
ど
の
社
会

的
隔
離
政
策
に
否
定
的
な

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
３
月
３
１
日
に
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
４

リ
ム
氏
は
１
４
年
４
月
か
ら

１
６
年
３
月
ま
で
、
同
市
の

計
画
局
の
副
局
長
な
ど
を
歴

任
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
の
職
務
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
間
に
合
計

８
万
２
１
０
５
レ
ア
ル
を
受

け
取
っ
て
い
た
と
い
う
。 

　

検
察
が
行
っ
た
捜
査
に
よ

る
と
、
す
で
に
１
０
人
ほ
ど

の
同
市
職
員
が
「
ア
モ
リ
ム

氏
が
勤
務
す
る
姿
を
見
た
こ

と
が
な
い
」
と
証
言
し
て
い

る
と
い
う
。 

　

メ
ス
キ
ー
タ
市
検
察
局
は

感染者１万５９２７人、死者８００人新 型
コロナ

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府

は
７
日
夜
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
に
対
す
る
経
済
政
策
と
し

て
、
６
月
１
５
日
か
ら
１
２

月
３
１
日
ま
で
、
勤
続
期
間

リ
オ
州
地
裁
に
、
不
正
に
受

け
取
っ
た
収
入
額
の
差
し
押

さ
え
を
求
め
て
お
り
、
地
裁

も
ア
モ
リ
ム
氏
に
事
情
説
明

を
求
め
て
い
る
と
い
う
。 

　

ア
モ
リ
ム
氏
は
１
８
年
の

リ
オ
州
議
選
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
（
当
時
下
議
）
が

所
属
し
て
い
た
Ｐ
Ｓ
Ｌ
か
ら

出
馬
。
現
リ
オ
州
知
事
（
当

時
候
補
）
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
氏
の
横
で
、

同
年
３
月
に
殺
害
さ
れ
た
元

リ
オ
市
議
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ

ン
コ
氏
を
追
悼
す
る
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
叩
き
割
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
州
議

選
で
は
最
多
の
１
４
万
票
を

集
め
て
当
選
し
て
い
た
。

き
出
し
が
認
め
ら
れ
る
。
通

常
の
Ｍ
Ｐ
は
１
２
０
日
以
内

の
議
会
承
認
が
必
要
だ
が
、

連
邦
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
Ｍ
Ｐ
の
場
合
は
手
続
き

を
省
略
、
１
６
日
以
内
に
承

認
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。 

　

同
Ｍ
Ｐ
で
は
、
３
月
１
６

日
に
経
済
省
が
発
表
し
た
よ

う
に
、
社
会
統
合
基
金
／
公

務
員
財
形
計
画
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
を
廃
止
し
、

引
き
落
と
さ
れ
な
か
っ
た
資

金
を
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
口
座
に
移
す

こ
と
と
、
今
後
の
運
営
は
Ｆ

Ｇ
Ｔ
Ｓ
が
行
う
こ
と
も
定
め

て
い
る
。 

　

経
済
省
の
ア
ド
ル
フ
ォ
・

サ
ク
シ
ダ
経
済
政
策
局
長
は

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引
き
出
し
に
よ

り
、
総
計
６
千
万
人
の
労
働

者
が
３
５
０
億
レ
ア
ル
を
受

け
取
る
と
し
て
い
る
。
１
人

平
均
約
５
８
０
レ
ア
ル
だ
。 

　

Ｆ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
引
き
出
し
、

支
払
い
業
務
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
連
邦
貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ

ｉ
ｘ
ａ
）
が
行
う
。
引
き
出

し
条
件
や
引
き
出
し
の
日
時

な
ど
は
、
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
が
今

後
、
発
表
し
て
い
く
。

す
事
と
、
陽
性
と
出
た
例
は

症
状
の
程
度
に
関
わ
り
な
く

報
告
す
る
よ
う
、
州
政
府
に

求
め
た
。
ま
た
、
州
検
察
局

人
権
担
当
検
事
ら
は
２
日
、

重
症
例
だ
け
報
告
す
る
よ
う

に
と
の
指
示
を
出
し
た
件
に

関
す
る
捜
査
を
始
め
た
。
聖

州
で
の
検
査
は
、
医
療
関
係

者
と
重
症
者
、
入
院
患
者
に

限
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情

だ
。 

　

重
症
の
場
合
は
検
査
を
と

い
う
指
示
は
保
健
省
も
出
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
同
省
発

表
の
感
染
者
数
に
は
、
検
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
医
師

が
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
判
断
し

た
ケ
ー
ス
も
入
っ
て
い
る
。

（１） ２０２０年第５４６５号  ４月 ９日 （木曜日）



　

保ほ

健け
ん

省し
ょ
うは

６
日か

（
月げ

つ

）
午ご

後ご

、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
）
に
よ

る
死し

者し
ゃ

数す
う

を
５
５
３
人に

ん

と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

は
死し

者し
ゃ

数す
う

が
最も

っ
と

も
多お

お

く
う
ち

３
０
４
人に

ん

に
登の

ぼ

り
、
そ
の
う
ち
の
２
０
４
人に

ん

は
聖せ

い

市し

内な
い

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし

て
い
る
。
本ほ

ん

紙し

姉し

妹ま
い

紙し

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
の
樋ひ

口ぐ
ち

ア
ウ
ド
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うが

聖せ
い

市し

役や
く

所し
ょ

の
葬そ

う

儀ぎ

サ
ー
ビ
ス
部ぶ

に
独ど

く

自じ

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
と
こ
ろ
、
３
月が

つ

１
６
日に

ち

か
ら
２
９
日に

ち

に
か
け
て
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
う
ち
、

１
１
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

お
よ
び
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
コ
ロ
ナ
陽よ

う

性せ
い

者し
ゃ

も
し
く
感か

ん

染せ
ん

被ひ

疑ぎ

者し
ゃ

で
あ
る
こ
と

が
判は

ん

明め
い

し
た
。
２
０
４
人に

ん

中ち
ゅ
うの

１
１
人に

ん

と
し
て
計け

い

算さ
ん

す
れ
ば
５
％
に
あ
た
り
、
か
な
り

高た
か

い
割わ

り

合あ
い

に
な
っ
て
い
る
と
言い

え
そ
う
だ
。

　

３
月が

つ

１
６
日に

ち

か
ら
２
９
日に

ち

の
間あ

い
だに

、
聖せ

い

市し

で
亡な

く
な
っ
た

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
中な

か

で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
陽よ

う

性せ
い

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
た
の

は
、
次つ

ぎ

の
５
人に

ん

。

◎
Ｍ
Ｉ
さ
ん
（
男だ

ん

性せ
い

、

７
６
、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

・
急

き
ゅ
う

性せ
い

肝か
ん

障し
ょ
う

害が
い

・

急き
ゅ
う

性せ
い

慢ま
ん

性せ
い

腎じ
ん

不ふ

全ぜ
ん

）

◎
Ｋ
Ｋ
さ
ん
（
女じ

ょ

性せ
い

、

７
２
、
不ふ

明め
い

）

◎
Ｍ
Ｍ
さ
ん
（
男だ

ん

性せ
い

、

７
６
、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

）

◎
Ｈ
Ｙ
さ
ん
（
女じ

ょ

性せ
い

、

７
７
、
急

き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

疾し
っ

患か
ん

）

◎
２
６
歳さ

い

の
若わ

か

さ
で
亡な

く
な

っ
た
ス
ズ
キ
・
マ
ウ
リ
シ
オ
・

カ
ズ
ヒ
ロ
さ
ん
（
３
月が

つ

３
１

日に
ち

既き

報ほ
う

、
急

き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

不ふ

全ぜ
ん

・

ウ
イ
ル
ス
性せ

い

肺は
い

炎え
ん

・
慢ま

ん

性せ
い

閉へ
い

塞そ
く

性せ
い

肺は
い

疾し
っ

患か
ん

）

　

同ど
う

期き

間か
ん

の
間あ

い
だ

に
亡な

く
な
っ

て
感か

ん

染せ
ん

被ひ

疑ぎ

を
持も

た
れ
て
い

る
人ひ

と

の
中な

か

で
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

は
Ａ

Ｆ
さ
ん
（
女じ

ょ

性せ
い

、
８
７
、
肺は

い

病び
ょ
う

巣そ
う

の
敗は

い

血け
つ

症し
ょ
う

性せ
い

シ
ョ
ッ

ク
・
ウ
イ
ル
ス
性せ

い

肺は
い

炎え
ん

・
動ど

う

脈み
ゃ
く

性せ
い

高こ
う

血け
つ

圧あ
つ

）、
Ｆ
Ｋ
さ
ん

（
女じ

ょ

性せ
い

、
８
９
、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急
き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

・
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病び

ょ
う

）、
Ｋ
Ｋ
さ
ん

（
女じ

ょ

性せ
い

、
８
５
、
検け

ん

査さ

結け
っ

果か

待ま

ち
）
の
３
人に

ん

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

籍せ
き

者し
ゃ

は
Ｋ
Ｎ

さ
ん
（
６
３
、
女じ

ょ

性せ
い

、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

）、
Ｒ
Ｔ
Ｑ
さ
ん
（
男だ

ん

性せ
い

、

の
席せ

き

上じ
ょ
う、

除じ
ょ

名め
い

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

た
。

　

対た
い

し
て
二ふ

た

人り

の
元も

と

専せ
ん

務む

は
、

「
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
別べ

つ

の
理り

由ゆ
う

で
、

す
で
に
組く

み

合あ
い

員い
ん

で
は
な
く
な
っ

て
い
る
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

た
。

　

こ
の
一い

っ

件け
ん

も
相そ

う

当と
う

の
混こ

ん

乱ら
ん

を
招ま

ね

い
た
。
監か

ん

事じ

会か
い

は
二ふ

た

人り

に
謝し

ゃ

罪ざ
い

を
さ
せ
、
組く

み

合あ
い

に
は

留と

ま
る
―
―
と
い
う
便べ

ん

法ぽ
う

で

事こ
と

を
収お

さ

め
よ
う
と
し
た
。
が
、

二ふ
た

人り

は
下し

も

元も
と

に
反は

ん

感か
ん

を
抱だ

い

て
お
り
拒き

ょ

否ひ

し
た
。
除じ

ょ

名め
い

は

病び
ょ
う

死し

者し
ゃ

中な
か

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

比ひ

率り
つ

高た
か

い
?!

聖せ
い

市し

内な
い

で
３
月が

つ

16
～
29
日に

ち

に

承し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
間ま

も
な
く
、
と

ん
で
も
な
い
事じ

実じ
つ

が
表

お
も
て

沙ざ

汰た

に
な
っ
た
。
下し

も

元も
と

が
一い

ち

友ゆ
う

人じ
ん

と

共き
ょ
う

同ど
う

で
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

商し
ょ
うを

設せ
つ

立り
つ

、

登と
う

記き

し
て
い
た
の
だ
。
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

商し
ょ
うは

組く
み

合あ
い

と
競

き
ょ
う

合ご
う

す
る
。

下し
も

元も
と

が
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
た
元も

と

専せ
ん

務む

二ふ
た

人り

の
行こ

う

為い

と
同お

な

じ
で
あ
る
。

　

こ
の
一い

っ

件け
ん

を
審し

ん

議ぎ

す
る
た

め
総そ

う

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
監か

ん

事じ

会か
い

は
、
こ
こ
で
も
下し

も

元も
と

に
謝し

ゃ

罪ざ
い

さ
せ
事こ

と

を
収お

さ

め
よ
う
と

し
た
。
す
る
と
下し

も

元も
と

は
ア
ッ

サ
リ
謝し

ゃ

罪ざ
い

し
て
し
ま
っ
た
。

辞じ

表ひ
ょ
うを

提て
い

出し
ゅ
つ、

組く
み

合あ
い

に
は
留と

め
て
欲ほ

し
い
、
と
頼た

の

ん
だ
。

そ
の
直

ち
ょ
く

後ご

、
例れ

い

の
村む

ら

上か
み

誠せ
い

基き

が
発は

つ

言げ
ん

を
求も

と

め
、「
組く

み

合あ
い

員い
ん

諸し
ょ

君く
ん

、
下し

も

元も
と

は
自じ

己こ

の
非ひ

を

悔く

い
た
。
善ぜ

ん

意い

を
認み

と

め
て
彼か

れ

を
許ゆ

る

し
た
以い

上じ
ょ
うは

、
百

ひ
ゃ
く

尺し
ゃ
く

竿か
ん

頭と
う

、
一い

っ

歩ぽ

を
進す

す

め
て
、
元も

と

の

職し
ょ
く

責せ
き

も
彼か

れ

に
や
ら
せ
て
貰も

ら

え

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
提て

い

案あ
ん

、

承し
ょ
う

認に
ん

を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

翌よ
く

１
９
３
４
年ね

ん

、
下し

も

元も
と

は

ビ
ー
ラ
・
コ
チ
ア
の
蔬そ

菜さ
い

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

の
希き

望ぼ
う

で
、
独ど

く

断だ
ん

で
組く

み

合あ
い

に
蔬そ

菜さ
い

部ぶ

を
作つ

く

ろ
う
と
し

た
。
こ
れ
に
組く

み

合あ
い

員い
ん

か
ら
猛も

う

烈れ
つ

な
反は

ん

対た
い

の
声こ

え

が
起お

こ
っ
た
。

資し

金き
ん

負ふ

担た
ん

が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
か

か
っ
て
く
る
と
警け

い

戒か
い

し
た
の

だ
。

　

無む

論ろ
ん

、
下し

も

元も
と

の
独ど

く

断だ
ん

専せ
ん

行こ
う

に
対た

い

す
る
反は

ん

発ぱ
つ

も
あ
っ
た
。

結け
っ

局き
ょ
く、

蔬そ

菜さ
い

に
関か

ん

し
て
は
、

別べ
つ

に
非ひ

登と
う

録ろ
く

の
組く

み

合あ
い

を
つ
く
っ

て
扱あ

つ
か

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

采さ
い

配は
い

の
乱み

だ

れ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
当と

う

時じ

の
下し

も

元も
と

は
短た

ん

気き

で
血け

っ

気き

が
溢あ

ふ

れ
す
ぎ

て
い
た
。
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

や
組く

み

合あ
い

員い
ん

と
殴な

ぐ

り
合あ

い
の
喧け

ん

嘩か

を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
車

く
る
ま

で
走そ

う

行こ
う

中ち
ゅ
う、

前ぜ
ん

方ぽ
う

で
路ろ

面め
ん

電で
ん

車し
ゃ

が
故こ

障し
ょ
う、

道み
ち

は
車く

る
ま

で
一い

っ

杯ぱ
い

に
な
り
進す

す

む
も
退し

り
ぞ

く
も
出で

来き

な
く
な
っ
た
。
下し

も

元も
と

は
５
、６

分ぷ
ん

我が

慢ま
ん

し
て
い
た
が
、
癇か

ん

癪
し
ゃ
く

を
起お

こ

し
「
デ
ズ
グ
ラ
サ
ー
ド
、

ボ
ン
デ
の
奴や

つ

、
道み

ち

を
開あ

け
ん

か
！
」
と
怒ど

鳴な

っ
た
。
す
る

と
近ち

か

く
に
居お

っ
た
車く

る
まの

一い
ち

ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

か
ら
「
ボ
ン
デ
は
居い

る
べ
き
線せ

ん

路ろ

の
上う

え

に
居い

る
ぞ
」

と
怒ど

鳴な

り
返か

え

さ
れ
た
。
以い

上
じ
ょ
う

の
如ご

と

く
で
、
こ
の
頃ご

ろ

ま
で
の
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
未み

熟じ
ゅ
くで

、
と
て
も

傑け
つ

物ぶ
つ

と
は
言い

え
な
い
。

時じ

勢せ
い

に
救す

く

わ
れ
る

　

し
か
し
、
こ
ん
な
調

ち
ょ
う

子し

で
、

よ
く
組く

み

合あ
い

が
持も

っ
た
も
の
で
あ

る
。
が
、
実じ

つ

は
一い

っ

方ぽ
う

で
、
時じ

勢せ
い

が
追お

い
風か

ぜ

と
な
っ
て
、
コ
チ

日
に

本
ほん

人
じん

３人
にん

、日
にっ

系
けい

人
じん

８人
にん

犠
ぎ

牲
せい

にコロナ禍
か

吉よ
し

田だ

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
う

帰き

国こ
く

予よ

定て
い

者し
ゃ

は

早は
や

め
の
出し

ゅ
っ

国こ
く

を

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

が
呼よ

び
か
け

ア
を
支さ

さ

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（９）

コロナウイルスの電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

写
しゃ

真
しん

（Crédito: NIAID-RML）

2017 年
ねん

日
にっ

伯
ぱく

文
ぶん

化
か

連
れん

盟
めい

ピニェイロス文
ぶん

化
か

センター
開
かい

会
かい

式
しき

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

＝アリアンサ）

（２）２０２０年 第５４６５号	 ４月	 ９日	（木曜日）

B
rasil – Jap

ão

）
の
３

校こ
う

（
ヴ
ェ
ル
ゲ
イ
ロ
校こ

う

、
サ
ン

ジ
ョ
ア
キ
ン
校こ

う

、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
校こ

う

）
は
、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

や
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

、
教

き
ょ
う

師し

、
学が

く

生せ
い

と
そ
の

家か

族ぞ
く

の
命い

の
ち

を
守ま

も

る
た
め
に
現げ

ん

在ざ
い

、
一い

ち

時じ

休き
ゅ
う

校こ
う

と
な
っ
て
い

ま
す
。

７
６
、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

急き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

・
慢ま

ん

性せ
い

閉へ
い

塞そ
く

性せ
い

肺は
い

疾し
っ

患か
ん

）、
Ｔ
Ｔ
さ
ん
（
男だ

ん

性せ
い

、

７
８
、
検け

ん

査さ

結け
っ

果か

待ま

ち
）
の

３
人に

ん

。

　

感か
ん

染せ
ん

被ひ

疑ぎ

を
持も

た
れ
て
い

る
病

び
ょ
う

死し

者し
ゃ

は
、
棺ひ

つ
ぎ

を
密み

っ

封ぷ
う

さ

れ
、
病

び
ょ
う

院い
ん

や
Ｉ
Ｍ
Ｌ
（
法ほ

う

医い

が
路ろ

 
じ
ょ
う上

強ご
う
 
と
う盗

に
あ
っ
た
と
い

う
事じ

 
れ
い例

や
病

び
ょ
う
 
い
ん院

関か
ん
 
け
い
 
し
ゃ

係
者
や

保ほ
 
け
ん
 
じ
ょ

健
所
職し

ょ
く
 
い
ん

員
を
装

よ
そ
お

っ
た
強

ご
う
 
と
う盗

も
発は

っ
 
せ
い生

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感か

ん
 
せ
ん染

情じ
ょ
う
 
ほ
う

報
だ
け
で

な
く
、
幅は

ば
 
ひ
ろ広

い
正せ

い
 
か
く確

な
情

じ
ょ
う
 
ほ
う報

収し
ゅ
う
 
し
ゅ
う

集
が
必ひ

つ
 
よ
う要

に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

昨き
の
う日

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

か

ら
１
件け

ん

の
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー

人り

が
み
ん
な
を
思お

も

っ
て
努ど

力
り
ょ
く

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

元が
ん

来ら
い

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

に
は
助た

す

け
合あ

い
の
心こ

こ
ろが

根ね

付づ

い
て
い
ま

す
。
で
す
が
今こ

ん

回か
い

は
み
ん
な

員い
ん

が
自じ

宅た
く

に
閉と

じ
こ
も
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
リ
ア
ン
サ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

（A
liança C

ultural 
い
ず
れ
ア
ブ
ラ
ッ
ソ
で
き
る
日ひ

も

辛つ
ら

い
の
は
同お

な

じ
、
皆み

な

で
頑が

ん

張ば

ろ
う
！

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か 

連れ
ん

帯た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
　（
３
）

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

同ど
う

盟め
い

　
会か

い

長ち
ょ
う

　
吉よ

し

田だ

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

を
助た

す

け
る
た
め
に
は
、
物ぶ

つ

理り

的て
き

に
一い

っ

緒し
ょ

に
い
る
事こ

と

が
最さ

い

善ぜ
ん

で

な
い
と
い
う
こ
と
を
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
ブ
ラ

　

ま
ず
第だ

い

一い
ち

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の

均き
ん

で
は
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
１
日に

ち

１
１
０
０
人に

ん

余あ
ま

り
、
死し

者し
ゃ

も

約や
く

９
０
人に

ん

ず
つ
増ふ

え
て
い
る
。

　

聖せ
い

州し
ゅ
うの

コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

セ
ン

タ
ー
の
感か

ん

染せ
ん

学が
く

者し
ゃ

、
ダ
ヴ
ィ
・

ウ
イ
ッ
ピ
氏し

は
、
自み

ず
か

ら
が
コ

ロ
ナ
に
感か

ん

染せ
ん

し
、
肺は

い

炎え
ん

も
起お

き
て
い
る
事こ

と

を
確か

く

認に
ん

し
た
時と

き

、

近き
ん

日じ
つ

中ち
ゅ
うの

容よ
う

体だ
い

悪あ
っ

化か

を
覚か

く

悟ご

し
た
。
何な

に

が
起お

き
る
か
予よ

測そ
く

出で

来き

ぬ
ま
ま
横よ

こ

た
わ
る
と
い

う
日ひ

び々

を
過す

ご
し
た
同ど

う

氏し

は
、

「
命い

の
ち

に
は
限げ

ん

界か
い

が
あ
る
事こ

と

を

思お
も

い
知し

ら
さ
れ
た
」
と
語か

た
っ
て

い
る
。

　

大だ
い

聖せ
い

市し

圏け
ん

サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市し

の
オ
ル

ラ
ン
ド
・
モ
ラ
ン
ド
市し

長ち
ょ
うは

、

命い
の
ちの

大た
い

切せ
つ

さ
を
実じ

っ

感か
ん

し
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

か
ら
一い

っ

般ぱ
ん

病び
ょ
う

棟と
う

に
移う

つ

っ
た
後の

ち

、「
戻も

ど

っ
て
来こ

れ

な
い
か
と
思お

も
っ
た
」
と
語か

た
っ
た

上う
え

、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

を
説と

い
た
。
こ
れ
ら
の
人ひ

と

々び
と

は

コ
ロ
ナ
に
感か

ん

染せ
ん

し
た
が
、
回か

い

復ふ
く

し
た
人ひ

と

々び
と

だ
。

　

他た

方ほ
う

、
７
日か

朝あ
さ

の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
聖せ

い

州し
ゅ
うで

１
人り

、
リ
オ

州し
ゅ
うで

２
人に

ん

の
医い

師し

が
コ
ロ
ナ

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

を
救す

く

う
た
め
に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
死し

亡ぼ
う

と
伝つ

た

え
た
。
６
日か

に
は
、
米べ

い

国こ
く

の
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

隊た
い

で
働

は
た
ら

い
て
い
た
伯は

く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
コ
ロ
ナ

で
死し

亡ぼ
う

と
報ほ

う

じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

同ど
う

様よ
う

に
「
コ
ロ
ナ
の
事こ

と

を

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
騒さ

わ

ぎ
過す

ぎ
、

コ
ロ
ナ
な
ん
て
風か

邪ぜ

と
同お

な

じ
」

と
し
、
方ほ

う

々ぼ
う

に
出で

か
け
て
集

し
ゅ
う

会か
い

を
行

お
こ
な

っ
て
い
た
米べ

い

国こ
く

の
牧ぼ

く

師し

が
コ
ロ
ナ
で
死し

亡ぼ
う

と
の
話は

な
しも

伝つ
た

わ
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
は
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

や
無む

症し
ょ
う

状じ
ょ
う

者し
ゃ

が
多お

お

く
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

抑よ
く

制せ
い

が
よ
り
困こ

ん

難な
ん

だ
。
米べ

い

国こ
く

で
は
７
日に

ち

だ
け
で
約や

く

２
千せ

ん

人に
ん

が
死し

亡ぼ
う

し
た
。
コ
ロ
ナ
を

甘あ
ま

く
見み

て
は
な
ら
な
い
。（
み
）

樹   

海

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感か
ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
続つ

づ

き
、
７
日か

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
保ほ

健け
ん

省し
ょ
う

発は
っ

表
ぴ
ょ
う

で
１
６
６
１
人に

ん

（
１
４
％
）、

州し
ゅ
う

保ほ

健け
ん

局き
ょ
くの

集
し
ゅ
う

計け
い

で
１
８
１ 

７
人に

ん

（
１
５
％
）
増ふ

え
、
死し

者し
ゃ

も
保ほ

健け
ん

省し
ょ
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うで

１
１
４

人に
ん

（
２
１
％
弱じ

ゃ
く）、

州
し
ゅ
う

保ほ

健け
ん

局き
ょ
くの

集
し
ゅ
う

計け
い

で
は
１
２
１
人に

ん（
２ 

１
％
強き

ょ
う）

増ふ

え
た
。

　

２
週

し
ゅ
う

連れ
ん

続ぞ
く

で
日に

ち

曜よ
う

と
月げ

つ

曜よ
う

に
増ぞ

う

加か

数す
う

が
減へ

っ
た
後あ

と

、
火か

曜よ
う

日び

に
増ふ

え
る
パ
タ
ー
ン
が

起お

き
た
が
、
３
日か

間か
ん

の
平へ

い

じ
ゅ
　
　
か
い

で
も
あ
っ
た
。

　

１
９
３
３
年ね

ん

、
下し

も

元も
と

は
元も

と

専せ
ん

務む

二ふ
た

人り

を
、
組く

み

合あ
い

か
ら
除じ

ょ

名め
い

す
る
と
い
う
騒さ

わ

ぎ
を
惹ひ

き

起お
こ

し
た
。
二ふ

た

人り

は
、
そ
の
役や

く

を
退し

り
ぞい

て
か
ら
営え

い

農の
う

資し

材ざ
い

商
し
ょ
う

を
営い

と
な

み
、
肥ひ

料り
ょ
うや

バ
タ
タ
の

種た
ね

芋い
も

を
組く

み

合あ
い

員い
ん

に
販は

ん

売ば
い

し
て

い
た
。
そ
の
た
め
に
下し

も

元も
と

は

「
こ
れ
は
組く

み

合あ
い

の
購こ

う

買ば
い

部ぶ

と

競き
ょ
う

合ご
う

す
る
。組く

み

合あ
い

員い
ん

と
し
て
、

あ
る
ま
じ
き
行こ

う

為い

」
と
総そ

う

会か
い

　

１
３
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
っ

資し

金き
ん

の
醵き

ょ

出し
ゅ
つで

救す
く

わ
れ
た
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

で
あ
っ
た
が
、
以い

後ご

も

采さ
い

配は
い

の
乱み

だ

れ
は
続つ

づ

い
た
。

　

１
９
３
２
年ね

ん

、
会か

い

計け
い

理り

事じ

が
自じ

分ぶ
ん

の
農の

う

場じ
ょ
うで

使つ
か

う
資し

材ざ
い

を
、
勝か

っ

手て

に
先さ

き

払ば
ら

い
で
組く

み

合あ
い

の
購こ

う

買ば
い

部ぶ

か
ら
購こ

う

入に
ゅ
う、

そ
れ

が
常

じ
ょ
う

識し
き

外が
い

の
額が

く

に
な
っ
て
い
た

―
―
と
い
う
事じ

実じ
つ

が
露ろ

見け
ん

し

た
。
こ
れ
は
監か

ん

事じ

会か
い

が
処し

ょ

理り

し
た
が
、
専せ

ん

務む

の
監か

ん

督と
く

責せ
き

任に
ん

　

同ど
う

様よ
う

に
当と

う

校こ
う

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
商

し
ょ
う

店て
ん

や
機き

関か
ん

も
保ほ

護ご

対た
い

策さ
く

を
講こ

う

じ

て
お
り
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
は
こ
れ

が
最さ

い

良り
ょ
うの

選せ
ん

択た
く

肢し

で
あ
る
と

考か
ん
がえ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

世せ

界か
い

の
日に

ち

常じ
ょ
うは

大お
お

き
く
変か

わ

り
ま
し
た
。
他ほ

か

の
人ひ

と

々び
と

の
健け

ん

康こ
う

を
守ま

も

る
た
め
に
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

メ
ー
ル
を
通つ

う

じ
て
生せ

い

徒と

と
の

交こ
う

流り
ゅ
うを

深ふ
か

め
、
日に

本ほ
ん

の
芸げ

い

術
じ
ゅ
つ

や
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
た
い
と
い

う
気き

持も

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
続つ

づ

け
ま
す
。

　

国こ
く

内な
い

や
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

へ
の
影え

い

響き
ょ
うは

大お
お

き
い
で
し
ょ
う
が
、
で

き
る
だ
け
早は

や

く
、
そ
し
て
期き

待た
い

以い

上じ
ょ
うの

安あ
ん

定て
い

を
目め

指ざ

し
、

力ち
か
ら

強づ
よ

く
献け

ん

身し
ん

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

を
再さ

い

開か
い

し
て
い
き
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
衛え

い

生せ
い

対た
い

策さ
く

が
強

き
ょ
う

化か

さ
れ
、
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た

東と
う

京き
ょ
うオ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
２
０
２
１
年ね

ん

に

延え
ん

期き

さ
れ
ま
し
た
。
今い

ま

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの

あ
ら
ゆ
る
場ば

所し
ょ

か
ら

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭さ

い

典て
ん

に
集つ

ど

う
人ひ

と

々び
と

へ
の
感か

ん

染せ
ん

回か
い

避ひ

と
拡か

く

大だ
い

を
押お

さ
え
込こ

む
こ
と
に
力

ち
か
ら

を
注そ

そ

い
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
決け

つ

断だ
ん

が
、
き
っ
と
良よ

い

結け
っ

果か

を
も
た
ら
す
と
信し

ん

じ
て

い
ま
す
。
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが

好こ
う

転て
ん

し
開か

い

　

そ
の
関か

ん
 
け
い係

で
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

 
ほ
ん本

間か
ん

を
行ゆ

き
来き

す
る

航こ
う
 
く
う
 
び
ん

空
便
の
減げ

ん
 
び
ん便

・
休

き
ゅ
う

便び
ん

が

目め
 
だ立

っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
事じ

 
た
い態

を
受う

け
、
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国

総そ
う
 
り
ょ
う
 
じ
 
か
ん

領
事
館
（
野の

 
ぐ
ち口

泰や
す
し

）

は
、
帰き

 
こ
く国

す
る
予よ

 
て
い定

の
あ
る

駐ち
ゅ
う
 
ざ
い
 
い
ん

在
員
等な

ど

の
在

ざ
い
 
り
ゅ
う留

邦ほ
う
 
じ
ん人

へ

の
早そ

う
 
き期

出し
ゅ
っ
 
こ
く

国
の
検け

ん

討と
う

を
呼よ

び

か
け
て
い
る
。

　

ま
た
安あ

ん
 
ぜ
ん全

対た
い
 
さ
く策

を
強き

ょ
う
 
か化

す

る
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く
 
な
い内

に

滞た
い
 
ざ
い在

中ち
ゅ
うの

邦ほ
う
 
じ
ん人

を
調ち

ょ
う
 
さ査

し
て

お
り
、「
多お

お

く
の
方か

た

に
伝つ

た

わ
る

よ
う
共

き
ょ
う
 
ゆ
う

有
し
て
ほ
し
い
」
と

協き
ょ
う
 
り
ょ
く

力
を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

設せ
っ
 
ち置

さ
れ
て
い
る
調ち

ょ
う
 
さ査

フ
ォ
ー
ム
は
（fo

rm
s.

g
le/5

D
E7

4
9

R
xd

T
h 

6
q

B
it8

）
家か

 
ぞ
く族

が
い
る

場ば
 
あ
い合

は
ま
と
め
て
登と

う
 
ろ
く録

が

可か
 
の
う能

。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
、
同ど

う

総そ
う
 
り
ょ
う
 
じ
 
か
ん

領
事
館
領り

ょ
う
 
じ
 
ぶ

事
部
（
電で

ん
 
わ話

＝
１
１
・
３
２ 

５
４
・
０
１ 

０
０
、
メ
ー
ル
＝cg

jas-
sist@

sp
.m

ofa.go.jp

）

ま
で
。

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

）
か
ら
初し

ょ

七な
の

日か

や

葬そ
う

儀ぎ

な
ど
の
人ひ

と

の
集あ

つ

ま
る
儀ぎ

式し
き

を
経へ

ず
に
、
火か

葬そ
う

や
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
他ほ

か

、
リ
ス
ト
の
中な

か

に
は

４
１
歳さ

い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

籍せ
き

男だ
ん

性せ
い

も
い

た
。

　

聖せ
い

市し

内な
い

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

特と
く

需じ
ゅ

で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

化か

が
進す

す

み
、
戦せ

ん

後ご

も
人じ

ん

口こ
う

が
増ふ

え
続つ

づ

け
て
い
た
。
概が

い

数す
う

で
１
９
２
０
年ね

ん

の
６
０
万ま

ん

が
、

１
９
２
５
年ね

ん

に
は
７
０
万ま

ん

、

そ
の
８
年ね

ん

後ご

に
は
１
０
０
万ま

ん

を
突と

っ

破ぱ

…
と
い
う
膨ふ

く

れ
上あ

が

り
方か

た

だ
っ
た
。
自し

然ぜ
ん

、
胃い

袋
ぶ
く
ろ

の
数か

ず

も
そ
う
な
り
、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

に

対た
い

す
る
需じ

ゅ

要よ
う

が
増ぞ

う

加か

し
続つ

づ

け

て
い
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
奥お

く

地ち

の
カ
フ
ェ
ー

不ふ

況き
ょ
うで

、
近き

ん

郊こ
う

へ
移い

動ど
う

し
て

営え
い

農の
う

、
組く

み

合あ
い

を
頼た

よ

る
邦ほ

う

人じ
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
後あ

と

を
断た

た
な
か
っ
た
。

こ
れ
も
大お

お

雑ざ
っ

把ぱ

な
数す

う

字じ

だ
が
、

１
９
３
２
年ね

ん

、
近き

ん

郊こ
う

の
邦ほ

う

人じ
ん

農の
う

家か

は
ひ
と
口く

ち

に
三さ

ん

千ぜ
ん

戸こ

と

い
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
１
９
３
２
年ね

ん

、
独ど

く

立り
つ

し
た
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

法ほ
う

が
発は

つ

令れ
い

さ
れ
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

は
農の

う

務む

局き
ょ
く

内な
い

に
産さ

ん

組ぐ
み

奨し
ょ
う

励れ
い

局き
ょ
くを

設も
う

け
た
。

　

こ
の
時と

き

、
コ
チ
ア
産さ

ん

組ぐ
み

は

事じ

業ぎ
ょ
う

地ち

域い
き

を
広ひ

ろ

め
、
さ
ら

に
バ
タ
タ
だ
け
で
な
く
蔬そ

菜さ
い

、

鶏け
い

卵ら
ん

そ
の
他ほ

か

も
扱あ

つ
か

え
る
様よ

う

に

定て
い

款か
ん

を
改あ

ら
た

め
た
。
前ぜ

ん

記き

の
非ひ

登と
う

録ろ
く

の
蔬そ

菜さ
い

組く
み

合あ
い

は
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし

た
。

　
つ
ま
り
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
時じ

勢せ
い

に
救す

く

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

無む

論ろ
ん

、
ほ
か
に
経け

い

営え
い

の
采さ

い

配は
い

を
振ふ

る
人に

ん

間げ
ん

が
い
な
い
と
い

う
裏う

ら

事じ

情じ
ょ
うも

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

新し
ん
 
が
た型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影え
い
 
き
ょ
う

響
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

政せ
い
 
ふ府

が
全ぜ

ん
 
せ
 
か
い

世
界
か
ら
の
入

に
ゅ
う
 
こ
く国

禁き
ん
 
し止

処し
ょ
 
ち置

を
講こ

う

じ
、
日

に
っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国

政せ
い
 
ふ府

も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡と

 
こ
う航

中ち
ゅ
う
 
し止

勧か
ん
 
こ
く

告
を
出だ

し
た
。

ジ
が
送お

く

ら
れ
て
き
た
。
聞き

い

て
み
る
と
、
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
（
検け

ん

疫え
き

）
の
影え

い

響き
ょ
うで

外が
い

出
し
ゅ
つ

す
る
人ひ

と

が
少す

く

な
く
な
っ
た
た

め
、
セ
ン
ト
ロ
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の
薬や

く

物ぶ
つ

中ち
ゅ
う

毒ど
く

者し
ゃ

が
強ご

う

盗と
う

や
物も

の

乞ご

い
を

で
き
ず
に
腹は

ら

を
す
か
せ
て
お

り
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

強ご
う

盗と
う

し
て
い
る
と
い

っ
た
内な

い

容よ
う

だ
っ
た
。友ゆ

う

人じ
ん

曰い
わ

く
、

「
そ
の
う
ち
セ
ン
ト
ロ
か
ら
で

て
、
他ほ

か

の
地ち

域い
き

ま
で
強ご

う

盗と
う

を
し
に
く
る
か
も
」
と
の
こ
と
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
後ご

、
フ

ェ
イ
ク
（
虚き

ょ

報ほ
う

）
だ
っ
た
と
否ひ

定て
い

さ
れ
た
が
、
い
つ
そ
う
な
っ

て
も
お
か
し
く
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで

は
あ

る
。
以い

前ぜ
ん

も
軍ぐ

ん

警け
い

が
薬や

く

物ぶ
つ

中
ち
ゅ
う

毒ど
く

者し
ゃ

集し
ゅ
う

団だ
ん

を
蹴け

散ち

ら
し
た

時と
き

、
一い

っ

気き

に
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
な

ど
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

部ぶ

に
広ひ

ろ

が
っ
て
逃に

げ

て
き
た
。
そ
う
な
る
と
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

部ぶ

の
治ち

安あ
ん

が
悪わ

る

く
な
る
。
た

だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

が
怖こ

わ

く
て
外が

い

出し
ゅ
つで

き
な
い
の
に
、
治ち

安あ
ん

ま
で
悪わ

る

く
な
っ
た
ら
、
泣な

き

っ
面つ

ら

に
蜂は

ち

。
セ
ン
ト
ロ
の
麻ま

薬や
く

中ち
ゅ
う

毒ど
く

者し
ゃ

集し
ゅ
う

団だ
ん

は
普ふ

段だ
ん

か
ら

不ふ

安あ
ん

定て
い

な
人ひ

と

達た
ち

だ
が
、
今い

ま

は

さ
ら
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時じ

期き

。

不ふ

必ひ
つ

要よ
う

な
混こ

ん

乱ら
ん

を
招ま

ね

く
よ
う

な
刺し

激げ
き

を
彼か

れ

ら
に
加く

わ

え
な
い

よ
う
に
、
治ち

安あ
ん

当と
う

局き
ょ
くに

は
お

願ね
が

い
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国

総そ
う
 
り
ょ
う
 
じ

領
事
か
ら
は
、「
治ち

 
あ
ん安

悪あ
っ
 
か化

に
注ち

ゅ
う
い意

を
」
と
の
呼よ

び
か
け
も
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る
。

新し
ん
 
が
た型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

外が
い
 
し
ゅ
つ出

自じ
 
し
ゅ
く粛

措そ
 
ち置

に
よ
り
、

街ま
ち

か
ら
人ひ

と
 
ど
お通

り
が
な
く
な
っ

て
お
り
、
い
つ
も
以い

 
じ
ょ
う上

に
警

け
い
 
か
い戒

が
必ひ

つ
 
よ
う要

に
な
っ
て
い
る
。
邦

ほ
う
 
じ
ん人

催さ
い

さ
れ
た
際さ

い

に
は
こ
の
困こ

ん

難な
ん

へ

の
克こ

く

服ふ
く

を
祝い

わ

い
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
困こ

ん

難な
ん

な
時じ

期き

を
最さ

い

善ぜ
ん

の
方ほ

う

法ほ
う

で
乗の

り
越こ

え
る
こ
と

が
で
き
る
様よ

う

に
、
み
な
さ
ん

に
忍に

ん

耐た
い

力り
ょ
くと

決け
つ

断だ
ん

力り
ょ
くが

あ
る

こ
と
を
願ね

が
っ
て
い
ま
す
。

　

辛つ
ら

い
の
は
皆み

な

同お
な

じ
で
す
。

乗の

り
切き

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

間ま

も
な
く
活か

つ

動ど
う

や
イ
ベ
ン
ト

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
大た

い

切せ
つ

な
人ひ

と

た
ち
へ
の
抱ほ

う

擁よ
う

（
ア

ブ
ラ
ッ
ソ
）
も
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
を
考か

ん
が

え
る
と

同ど
う

時じ

に
、
周ま

わ

り
の
こ
と
も
考

か
ん
が

え
て
く
だ
さ
い
。

　

頑が
ん

張ば

り
ま
し
ょ
う
！

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
死し

亡ぼ
う

例れ
い

の
大た

い

半は
ん

は
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う。

２
６
歳さ

い

の

ス
ズ
キ
さ
ん
を
除の

ぞ

き
、
１
人り

が
６
３
歳さ

い

、
６
人に

ん

が
７
２
〜

７
８
歳さ

い

、
３
人に

ん

が
８
５
〜

８
９
歳さ

い

と
な
っ
て
い
る
。

　

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

は
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うに

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし

て
お
り
、
心し

ん

臓ぞ
う

病
び
ょ
う

（
高こ

う

血け
つ

圧あ
つ

）・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病び

ょ
う

・
喘ぜ

ん

息そ
く

や
糖と

う

尿に
ょ
う

病び
ょ
うな

ど

の
併へ

い

存ぞ
ん

疾し
っ

患か
ん

も
危き

険け
ん

要よ
う

因い
ん

の

一ひ
とつ

で
あ
る
こ
と
は
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
内う

ち

訳わ
け

で
も
証

し
ょ
う

明め
い

さ

れ
て
い
る
。
や
は
り
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
基き

礎そ

疾し
っ

患か
ん

が
あ
る
人ひ

と

は
、

特と
く

に
注

ち
ゅ
う

意い

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。

　

こ
れ
に
よ
り

こ
の
先さ

き

、
社し

ゃ

会か
い

、

経け
い

済ざ
い

、
政せ

い

治じ

な

ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
領

り
ょ
う

域い
き

に
大お

お

き
な
打だ

撃げ
き

を
与あ

た

え
る
こ
と
に

な
る
こ
と
は
、
私

わ
た
し

ど
も
も
承

し
ょ
う

知ち

し
て

い
ま
す
。
一ひ

と

人り

一ひ
と

景
けい

気
き

が良
よ

い時
とき

に生
せい

産
さん

者
しゃ

は次
つぎ

々
つぎ

カミニョンを購
こう

入
にゅう

した（1928 年
ねん

頃
ごろ

）

ジ
ル
当と

う

局き
ょ
く

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

措そ

置ち

か
ら
理り

解か
い

す
る

必ひ
つ

要よ
う

が

あ
り
ま

す
。

　

で
き

る
限か

ぎ

り
、

ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
や



（３） ２０２０年第５４６５号 	 ４月	 ９日	（木曜日）

	 4	 12

テレビ番
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内
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☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
にち

（日
にち

）から

	 4	 18	

☆イッピン☆
「多

た

彩
さい

な技
ぎ

巧
こう

 新
あら

たなきらめき ～愛
あい

知
ち

 ガラス
製
せい

品
ひん

～」
火

か

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30

「空気を読む脳」（共同）

「古関裕而の昭和史　国民を背負っ
た作曲家」（共同）

日
本
の
食
文
化
、全
６
巻
に

「日本文化の核心」（共同）

哀
調
帯
び
た
軍
歌
で
寄
り
添
う

☆にっぽん百
ひゃく

名
めい

山
さん

☆
北
きた

八
やつ

ヶ
が

岳
たけ

[ 天
てん

狗
ぐ

岳
だけ

]（標
ひょう

高
こう

2646m 長
なが

野
の

）
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 3:30
　雪

ゆき

山
やま

シーズンに北
きた

八
やつ

ヶ
が

岳
たけ

へ、その最
さい

高
こう

峰
ほう

の天
てん

狗
ぐ

岳
だけ

を目
め

指
ざ

す１泊
ぱく

２日
か

の山
やま

旅
たび

。シラビソ林
ばやし

が美
うつ

しい稲
いな

子
ご

湯
ゆ

を出
しゅっ

発
ぱつ

。夏
なつ

は苔
こけ

むす樹
じゅ

林
りん

帯
たい

のルート
は白

はく

銀
ぎん

の別
べっ

世
せ

界
かい

！スノーシューが大
だい

活
かつ

躍
やく

。雪
ゆき

山
やま

初
しょ

心
しん

者
しゃ

でも３時
じ

間
かん

ほどで、しらびそ小
ご

屋
や

に到
とう

着
ちゃく

。
薪
まき

ストーブで暖
だん

が取
と

れる小
こ

屋
や

は冬
ふゆ

も営
えい

業
ぎょう

中
ちゅう

！目
め

の前
まえ

のみどり池
いけ

は結
けっ

氷
ぴょう

するため、夜
よる

は湖
こ

上
じょう

から
星
ほし

空
ぞら

観
かん

察
さつ

も楽
たの

しめる。２日
か

目
め

、みどり池
いけ

をスノー
シューで渡

わた

り、天
てん

狗
ぐ

岳
だけ

を目
め

指
ざ

す。途
と

中
ちゅう

、本
ほん

沢
ざわ

温
おん

泉
せん

の野
の

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

で足
あし

湯
ゆ

を楽
たの

しみ、足
あし

元
もと

をアイゼン
に履

は

き替
か

え主
しゅ

稜
りょう

線
せん

をめざす。森
もり

はシラビソから
ダケカンバに変

か

わり中
なか

山
やま

峠
とうげ

へ、雪
ゆき

に覆
おお

われた稜
りょう

線
せん

をたどり、天
てん

狗
ぐ

岳
だけ

の東
ひがし

のピーク東
ひがし

天
てん

狗
ぐ

岳
だけ

を極
きわ

める。初
しょ

心
しん

者
しゃ

でも本
ほん

格
かく

的
てき

な雪
ゆき

山
やま

登
と

山
ざん

を楽
たの

しめる
装
そう

備
び

と技
ぎ

術
じゅつ

をしっかり伝
つた

える。

☆よるドラ　いいね！光
ひかる

源
げん

氏
じ

くん☆
第

だい

三
さん

絵
え

巻
まき

「だいえっとはお好
す

き？」
土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　光
ひかる

（千
ち

葉
ば

雄
ゆう

大
だい

）は、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

では口
くち

にするこ
とがなかった甘

あま

いスイーツに夢
む

中
ちゅう

になり太
ふと

り気
ぎ

味
み

に。それにつられて自
じ

分
ぶん

の体
たい

形
けい

も気
き

になりだ
した沙

さ

織
おり

（伊
い

藤
とう

沙
さ

莉
いり

）は、ダイエットのために
光
ひかる

と一
いっ

緒
しょ

に運
うん

動
どう

しようとするが、走
はし

る経
けい

験
けん

が無
な

かった光
ひかる

は元
もと

いた世
せ

界
かい

に戻
もど

りたい気
き

分
ぶん

になって
くる。そんな光

ひかる

の本
ほん

心
しん

を知
し

った沙
さ

織
おり

は、どうやっ
たら光

ひかる

が元
もと

の世
せ

界
かい

に戻
もど

れるのか各
かく

方
ほう

面
めん

に探
たん

索
さく

に
向
む

かうが…。

☆ COOL JAPAN ～発
はっ

掘
くつ

！
かっこいいニッポン～☆

「発
はっ

酵
こう

～Ｆｅｒｍｅｎｔａｔｉｏｎ～」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:00
　今

いま

、若
わか

者
もの

の間
あいだ

で「発
はっ

酵
こう

食
しょく

」が大
だい

人
にん

気
き

だという。
納
なっ

豆
とう

の市
し

場
じょう

規
き

模
ぼ

が過
か

去
こ

最
さい

高
こう

を記
き

録
ろく

し、発
はっ

酵
こう

食
しょく

材
ざい

を使
つか

った飲
いん

食
しょく

店
てん

やカフェが急
きゅう

増
ぞう

、巷
ちまた

では「発
はっ

酵
こう

鍋
なべ

」が話
わ

題
だい

沸
ふっ

騰
とう

。美
び

と健
けん

康
こう

のために発
はっ

酵
こう

食
しょく

をこ
よなく愛

あい

する「発
はっ

酵
こう

女
じょ

子
し

」も出
しゅつ

現
げん

。地
ち

方
ほう

色
しょく

豊
ゆた

か
な醤
しょう

油
ゆ

や味
み

噌
そ

、魚
ぎょ

しょうなどの伝
でん

統
とう

調
ちょう

味
み

料
りょう

から、
３千

ぜん

種
しゅ

類
るい

を超
こ

える漬
つけ

物
もの

など、多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な発
はっ

酵
こう

食
しょく

を生
う

み出
だ

した日
に

本
ほん

。クセになるニオイ、骨
ほね

太
ぶと

な
ウマミや強

きょう

烈
れつ

な酸
さん

味
み

に外
がい

国
こく

人
じん

が大
だい

興
こう

奮
ふん

。ニッポ
ンの発

はっ

酵
こう

文
ぶん

化
か

を探
さぐ

る。

　
【
共
同
】
第
２
次
世
界
大

戦
中
の
研
究
を
基
に
米
国
の

文
化
人
類
学
者
ル
ー
ス
・
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
が
執
筆
し
た
日

本
人
論
「
菊
と
刀
」
で
は
、

恩
を
受
け
た
ら
返
す
べ
き
と

考
え
る
互
酬
性
が
指
摘
さ
れ

た
。
本
書
で
は
、
互
酬
性
や

協
調
性
な
ど
「
日
本
の
心
性
」

を
、
脳
科
学
を
中
心
と
し
た

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
論

じ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
脳
内
の
神
経
伝

達
物
質
で
あ
る
「
セ
ロ
ト
ニ

ン
」
に
着
目
。
体
内
で
自
然

に
合
成
さ
れ
「
精
神
安
定
剤

と
よ
く
似
た
構
造
」
を
し
て

い
る
と
い
う
、
こ
の
化
学
物

質
の
影
響
を
分
析
す
る
。

　

出
版
社
に
よ
る
と
、
発

売
１
カ
月
で
発
行
部
数
は

１
０
万
部
。
専
門
的
な
論
理

「日本の食文化」全６巻（共同）

「
古
関
裕
而
の
昭
和
史

　

国
民
を
背
負
っ
た
作
曲
家
」

☆麒
き

麟
りん

がくる☆
第
だい

13 回
かい

「追
つい

放
ほう

の掟
おきて

」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00 （再
さい

）午
ご

後
ご

17:00  土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05

☆ガッテン！☆
「速

そく

報
ほう

！ぐっすり眠
ねむ

るための “夜
よる

のおしっこ”
新
しん

対
たい

策
さく

」
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30  （再
さい

）午
ご

後
ご

10:05
　就
しゅう

寝
しん

してから目
め

覚
ざ

めるまでに、１回
かい

以
い

上
じょう

排
はい

尿
にょう

のためにトイレに行
い

く「夜
や

間
かん

頻
ひん

尿
にょう

」。40 歳
さい

以
い

上
じょう

の
男
だん

女
じょ

で約
やく

4500 万
まん

人
にん

にその症
しょう

状
じょう

があり、加
か

齢
れい

とと
もに頻

ひん

度
ど

が高
たか

くなる傾
けい

向
こう

が。回
かい

数
すう

が多
おお

くなるにつ
れ「ＱＯＬ（生

せい

活
かつ

の質
しつ

）」は大
おお

きく低
てい

下
か

し、何
なん

度
ど

もトイレに起
お

きることで日
にっ

中
ちゅう

の無
む

気
き

力
りょく

状
じょう

態
たい

が顕
けん

在
ざい

化
か

、うつ症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こすこともわかってき
た。さらには夜

や

間
かん

にフラフラしながらトイレに
行
い

くことで、転
てん

倒
とう

のリスクが高
たか

くなることも報
ほう

告
こく

されている。「年
とし

のせいだから仕
し

方
かた

ない」と諦
あきら

めている人
ひと

も多
おお

いが、最
さい

近
きん

、誰
だれ

でも簡
かん

単
たん

にでき
る「行

こう

動
どう

療
りょう

法
ほう

」によって、夜
や

間
かん

頻
ひん

尿
にょう

を劇
げき

的
てき

に改
かい

善
ぜん

できることがわかってきた！その効
こう

果
か

は今
こ

年
とし

１０年
ねん

ぶりに改
かい

訂
てい

され、４月
がつ

下
げ

旬
じゅん

に発
はっ

刊
かん

予
よ

定
てい

の
「治

ち

療
りょう

ガイドライン」でも紹
しょう

介
かい

！ぐっすり眠
ねむ

って、
生
い

き生
い

きとした毎
まい

日
にち

を送
おく

る人
ひと

を１人
り

でも増
ふ

やす
ために、最

さい

新
しん

メソッドをいち早
はや

くお伝
つた

えする！

☆ダーウィンが来
き

た！☆
「世

せい

紀
き

の大
だい

発
はっ

見
けん

！謎
なぞ

の恐
きょう

竜
りゅう

デイノケイルス」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30
　恐
きょう

竜
りゅう

研
けん

究
きゅう

史
し

上
じょう

最
さい

大
だい

の謎
なぞ

と言
い

われてきた恐
きょう

竜
りゅう

の全
ぜん

貌
ぼう

がついに明
あき

らかになった！名
な

前
まえ

はデイノ
ケイルス。50 年

ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

にカギ爪
づめ

がついた２ｍ
もの巨

きょ

大
だい

な腕
うで

だけが見
み

つかり、以
い

来
らい

、「謎
なぞ

の恐
きょう

竜
りゅう

」とされてきた。ところが６年
ねん

前
まえ

、北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

の小
こ

林
ばやし

快
よし

次
つぐ

博
はく

士
し

らが全
ぜん

身
しん

化
か

石
せき

を発
はっ

見
けん

！その骨
ほね

を並
なら

べてみると、これまでの恐
きょう

竜
りゅう

の常
じょう

識
しき

を覆
くつがえ

す、
実
じつ

に奇
き

妙
みょう

な姿
すがた

が明
あき

らかになった。全
ぜん

長
ちょう

11 ｍに
もなる巨

きょ

大
だい

な体
からだ

、その背
せ

中
なか

には大
おお

きな帆
ほ

を持
も

ち、
なぜか口

くち

には歯
は

が１本
ぽん

もない。そして、不
ぶ

格
かっ

好
こう

なほど長
なが

い前
まえ

足
あし

。いったい、こんな姿
すがた

でどのよ
うな生

せい

活
かつ

をしていたのか？最
さい

新
しん

の研
けん

究
きゅう

から見
み

え
てきた奇

き

想
そう

天
てん

外
がい

な暮
く

らしぶりを、超
ちょう

リアルなＶ
ＦＸ映

えい

像
ぞう

で描
えが

く。

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「エール」☆
第
だい

3 週
しゅう

「いばらの道
みち

」
日
にち

～木
もく

曜
ようび

日 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）月
げつ

～金
きん

曜
ようび

日 午
ご

前
ぜん

0:45
　福

ふく

島
しま

商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

で学
まな

ぶ裕
ゆう

一
いち

（窪
くぼ

田
た

正
まさ

孝
たか

）は、ハー
モニカ倶

く

楽
ら

部
ぶ

に入
はい

り、音
おん

楽
がく

に夢
む

中
ちゅう

の毎
まい

日
にち

。ある
日
ひ

、倶
く

楽
ら

部
ぶ

の会
かい

長
ちょう

、舘
たて

林
ばやし

（川
かわ

口
ぐち

覚
さとる

）から、定
てい

期
き

公
こう

演
えん

で演
えん

奏
そう

するオリジナル曲
きょく

を作
つく

らないかと誘
さそ

われる。一
いっ

方
ぽう

、三
さぶ

郎
ろう

（唐
から

沢
さわ

寿
とし

明
あき

）が経
けい

営
えい

する呉
ご

服
ふく

屋
や

喜
き

多
た

一
いち

は不
ふ

況
きょう

の影
えい

響
きょう

を受
う

け、売
う

り上
あ

げが激
げき

減
げん

。融
ゆう

資
し

を受
う

けなければならなくなる。三
さぶ

郎
ろう

は
妻
つま

のまさ（菊
きく

池
ち

桃
もも

子
こ

）の兄
あに

・茂
も

兵
へ

衛
え

（風
かざ

間
ま

杜
もり

夫
お

）
に頼

たの

むかどうか悩
なや

むが、それにはある条
じょう

件
けん

があ
り…。

（
辻
田
真
佐
憲
著
）

　
【
共
同
】
日
本
の
独
自
性

　
【
共
同
】
日
本
人
は
何
を
、

何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

食
べ
て
き
た
の
か
―
。
民
俗

学
を
は
じ
め
、
歴
史
学
や
家

政
学
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら

編
ま
れ
た
「
日
本
の
食
文

化
」（
全
６
巻
、吉
川
弘
文
館
）

が
完
結
し
た
。

　

第
１
巻
「
食
事
と
作
法
」

日
本
の
心
性
を
科
学
で
論
じ
る

「
空
気
を
読
む
脳
」

（
中
野
信
子
著
）

　
【
共
同
】
軍
歌
か
ら
「
六

甲
お
ろ
し
」、
１
９
６
４
年

の
東
京
五
輪
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
マ
ー
チ
」「
モ
ス
ラ
の
歌
」

ま
で
、
い
ず
れ
も
昭
和
を
代

表
す
る
大
衆
音
楽
の
作
曲

家
、
古
関
裕
而
の
手
に
よ
る

も
の
だ
。
彼
を
モ
デ
ル
に
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
エ
ー
ル
」
が
放
送
開
始
。

そ
ん
な
折
、
副
読
本
に
ぴ
っ

た
り
の
評
伝
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

生
涯
の
作
品
数
は
５
千
曲

と
も
言
わ
れ
る
。
校
歌
や
社

歌
も
、
頼
ま
れ
れ
ば
何
で
も

こ
な
し
た
。
飛
躍
の
き
っ
か

け
は
２
２
歳
で
手
掛
け
た
早

稲
田
大
の
応
援
歌
「
紺
碧

の
空
」
だ
と
い
う
。
六
大
学

野
球
の
ラ
ジ
オ
中
継
で
瞬
く

間
に
全
国
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
。
折
し
も
満
州
事
変
が
勃

発
。
勢
い

の
あ
る
曲

へ
の
期
待

か
ら
、
軍

歌
の
依
頼

が
舞
い
込

む
よ
う
に

な
っ
た
。

　

や
が
て

日
本
は
戦

争
の
泥
沼

へ
と
は
ま

「
日
本
文
化
の
核
心
」

複
合
的
な
面
影
を
捉
え
る

（
松
岡
正
剛
著
）

　 暗
あん

殺
さつ

を 企
くわだ

て た 頼
より

芸
のり

（ 尾
お

美
み

と し
の り ） を 攻

せ

め る と 息
いき

巻
ま

く 道
どう

三
さん

（ 本
もと

☆サイエンスＺＥＲＯ☆
シリーズ原

げん

発
ぱつ

事
じ

故
こ

＃２０　「現
げん

場
ば

からの報
ほう

告
こく

　
廃
はい

炉
ろ

　突
つ

きつけられた壁
かべ

」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:00
　事

じ

故
こ

から９年
ねん

。この１年
ねん

、福
ふく

島
しま

第
だい

一
いち

原
げん

発
ぱつ

のデ

ブリ取
と

り出
だ

しに向
む

けた調
ちょう

査
さ

は難
なん

航
こう

している。放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

の封
ふう

じ込
こ.

めやロボットによる作
さ

業
ぎょう

で、

予
よ

期
き

せぬ壁
かべ

に直
ちょく

面
めん

しているからだ。一
いっ

方
ぽう

で、放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

のトリチウムなどを含
ふく

む水
みず

をためたタ

ンクは敷
しき

地
ち

を埋
う

め尽
つ

くし、政
せい

府
ふ

は処
しょ

理
り

方
ほう

針
しん

の決
けっ

定
てい

を迫
せま

られている。原
げん

発
ぱつ

構
こう

内
ない

にカメラを入
い

れ、

今
いま

、廃
はい

炉
ろ

が中
ちゅう

長
ちょう

期
き

的
てき

にどんな位
い

置
ち

に立
た

っている

のか伝
つた

える。

☆プロフェッショナル　仕
し

事
ごと

の流
りゅう

儀
ぎ

☆
「はだしの船

せん

長
ちょう

、新
あら

たな海
うみ

へ～釣
つ

り船
ぶね

船
せん

長
ちょう

・
田

た

代
しろ

誠
せい

一
いち

郎
ろう

～」
火

か

曜
よう

日
び

  午
ご

前
ぜん

10:30 （再
さい

）日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:50
　田

た

代
しろ

誠
せい

一
いち

郎
ろう

の釣
つ

り船
ぶね

は、２年
ねん

先
さき

まで予
よ

約
やく

がいっ

ぱい。人
にん

気
き

の秘
ひ

密
みつ

は、素
しろうと

人でも大
おお

物
もの

を釣
つ

らせて

しまうという“ワザ”。狙
ねら

うのは“ブリ御
ご

三
さん

家
け

”

の１つヒラマサだ。年
ねん

間
かん

1500 本
ぽん

以
い

上
じょう

という実
じっ

績
せき

は、田
た

代
しろ

の“観
かん

察
さつ

の目
め

”による。潮
ちょう

流
りゅう

や風
かざ

向
む

き、

場
ば

所
しょ

や時
じ

間
かん

帯
たい

、そして客
きゃく

の腕
うで

や準
じゅん

備
び

の様
よう

子
す

まで

見
み

つめる。それらの情
じょう

報
ほう

から“運
うん

”ではなく、

狙
ねら

ってヒラマサを釣
つ

り上
あ

げる。舞
ぶ

台
たい

は世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

　瀬
せ

戸
と

焼
やき

の

産
さん

地
ち

、愛
あい

知
ち

県
けん

瀬
せ

戸
と

市
し

。

実
じつ

はガラス

の原
げん

料
りょう

とな

る「 珪
けい

砂
しゃ

」

の産
さん

出
しゅつ

量
りょう

も全
ぜん

国
こく

トップクラスで、近
きん

年
ねん

、瀬
せ

戸
と

や

名
な

古
ご

屋
や

で活
かつ

動
どう

するガラス作
さっ

家
か

や職
しょく

人
にん

の手
て

による

斬
ざん

新
しん

なガラス製
せい

品
ひん

が注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めている。たとえ

ば、六
ろっ

角
かっ

形
けい

のガラスを細
こま

かく組
く

み合
あ

わせて作
つく

ら

れたミツバチの巣
す

を思
おも

わせるグラス。また、流
なが

れるような優
やさ

しい丸
まる

みを帯
お

びたランプシェード。

さらに、切
きり

子
こ

の技
ぎ

術
じゅつ

で、唐
から

草
くさ

模
も

様
よう

などの曲
きょく

線
せん

を

施
ほどこ

したグラス。愛
あい

知
ち

で生
う

み出
だ

された個
こ

性
せい

的
てき

なガ

ラス製
せい

品
ひん

の魅
み

力
りょく

に迫
せま

る。

木
き

雅
まさ

弘
ひろ

）。高
たか

政
まさ

（伊
い

藤
とう

英
ひで

明
あき

）は、戦
いくさ

になったとき
には実

じつ

の父
ちち

と慕
した

う頼
より

芸
のり

側
がわ

につくと明
めい

言
げん

し、光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）にも決
けつ

断
だん

を迫
せま

る。道
どう

三
さん

を訪
たず

ね、こ
の戦
いくさ

は身
み

内
うち

同
どう

士
し

が殺
ころ

し合
あ

う、国
くに

をほろぼす戦
いくさ

に
なると訴

うった

える光
みつ

秀
ひで

。すると道
どう

三
さん

は、本
ほん

当
とう

は戦
いくさ

を
するつもりはなく、頼

より

芸
のり

は追
お

い出
だ

すが、あくま
でもこれは国

くに

衆
しゅう

にカツを入
い

れるための芝
しば

居
い

だっ
たと白

はく

状
じょう

する。その一
いっ

方
ぽう

、頼
より

芸
のり

を総
そう

大
だい

将
しょう

に担
かつ

ぎ
出
だ

すべく鷺
さぎ

山
やま

城
じょう

に集
あつ

まる高
たか

政
まさ

らの目
もく

前
ぜん

で、頼
より

芸
のり

は恐
おそ

れをなして早
そう

々
そう

に逃
に

げ出
だ

してしまう。 

り
込
む
。
著
者
は
、
そ
ん
な

苦
し
い
時
代
に
古
関
の
歌
が

伴
走
す
る
様
子
を
、
広
範
な

資
料
を
緻
密
に
読
み
込
ん
で

再
現
す
る
。

　

彼
の
軍
歌
の
特
徴
は
、
勇

ま
し
く
も
哀
調
を
帯
び
た
短

調
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
。「
勝
つ
て

来
る
ぞ
と
、
勇
ま
し
く
／
誓

つ
て
故
郷
を
出
た
か
ら
は
／

手
柄
た
て
ず
に
死
な
れ
よ
か
」

と
歌
い
だ
さ
れ
る
「
露
営
の

歌
」
も
、戦
時
下
最
大
の
ヒ
ッ

ト
作
「
若
鷲
の
歌
」
も
そ
う
。

単
に
雄
々
し
い
だ
け
で
は
な

い
そ
の
曲
調
が
、
故
郷
を
離

れ
て
苦
境
の
中
に
い
た
兵
士

た
ち
の
心
に
寄
り
添
っ
た
の

だ
。

　

思
想
を
掲
げ
ず
、
来
る
も

の
拒
ま
ず
の
精
神
だ
か
ら
こ

そ
、
時
代
に
常
に
並
走
し
た

と
著
者
は
み
る
。
戦
時
下
は

軍
歌
で
、
戦
後
直
後
は
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
で
、
高
度
経
済
成

長
期
は
企
業
の
社
歌
で
。

（
吉
川
弘
文
館
）

で
は
、
儀
礼
と
日
常
の
食
の

社
会
的
な
意
味
を
読
解
す

る
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や「
和

食
」
が
国
際
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
も
論
じ
た
。
第
４
巻
「
魚

と
肉
」
は
刺
し
身
、
す
し
、

ク
ジ
ラ
食
と
い
っ
た
豊
か
な

海
の
恵
み
と
と
も
に
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
限
定
的
だ
っ
た
肉

食
文
化
に
着
目
し
た
。

　

他
の
巻
の
タ
イ
ト
ル
は

「
米
と
餅
」「
麦
・
雑
穀
と

芋
」「
酒
と
調
味
料
、
保
存

食
」「
菓
子
と
果
物
」。
小
川

直
之
・
国
学
院
大
教
授
ら
４

人
の
編
者
は
い
ず
れ
も
民
俗

学
者
で
、
家
政
学
の
専
門
家

ら
が
執
筆
陣
に
加
わ
っ
た
。

　

編
集
を
担
当
し
た
吉
川
弘

文
館
の
矢
島
初
穂
さ
ん
は

「
家
族
が
別
々
に
食
事
を
取

る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
自
分
で

食
材
を
獲
得
す
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

誰
と
何
を
食
べ
る
の
か
、
そ

れ
を
食
べ
る
意
味
は
何
か
、

そ
ん
な
問
い
に
よ
っ
て
生
活

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
る
本
だ
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

を
、
幅
広
く
、
大
衆
的
な
話

題
を
題
材
に
展
開
し
て
お
り
、

読
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
関
心
を

抱
く
話
題
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
人
気
の
一
因

か
。

　

著
者
は
不
倫
し
た
著
名

人
に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
や
、

２
０
１
８
年
の
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る

日
本
代
表
の
負
け
方
に
対
す

る
評
価
な
ど
、
各
世
論
が
生

ま
れ
た
背
景
に
対
し
て
も
、

科
学
的
な
見
解
を
示
す
。

　

教
育
に
も
言
及
。
あ
る
実

験
結
果
か
ら
、
安
易
に
褒
め

て
育
て
る
方
法
が
、
挑
戦
を

避
け
る
保
守
的
な
人
物
を
生

み
出
す
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
の
は
、
興
味
深
い
。

　
（
講
談
社
＋
α
新
書
・

９
４
６
円
）

　

た
ま
さ
か
戦
争
の
時
代
に

才
能
を
開
花
さ
せ
た
古
関

を
、
本
書
は
後
世
の
目
で
断

罪
し
な
い
。「
ひ
と
り
の
作
曲

家
が
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す

る
と
、
ど
う
し
て
も
軍
歌
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
時
代
の
不
幸
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
」。
軍
歌
に
詳
し
い
近

を
持
ち
上
げ
る
言
説
に
は
事

欠
か
な

い

が
、

底
浅
い

も
の
が

少
な
く

な

い
。

そ
ん
な

「
安
易
な

の漁
ぎょ

場
じょう

として知
し

られる玄
げん

界
かい

灘
なだ

。田
た

代
しろ

のアツイ釣
つ

り旅
たび

に密
みっ

着
ちゃく

！

現
代
史
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
著
者
ら
し
い
視
点
が
分

析
に
深
み
を
も
た
ら
す
。
ド

ラ
マ
で
は
戦
時
下
の
古
関
が

ど
う
描
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

今
か
ら
楽
し
み
だ
。（
龍
）

　
（
文
春
新
書
・
１
０
４
５

円
）

日
本
論
」
に
抗
し
て
、
日
本

文
化
の
特
徴
を
複
合
的
で
移

ろ
い
ゆ
く
「
面
影
」
と
い
う

視
点
か
ら
捉
え
た
一
冊
だ
。

　

本
書
は
日
本
が
外
部
か
ら

文
化
を
受
容
す
る
際
に
働
く

力
学
を
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ

ル
タ
ー
」と
名
付
け
て
考
察
。

例
え
ば
、
４
世
紀
後
半
に
大

陸
か
ら
や
っ
て
き
た
漢
字
に

対
し
て
は
、
縄
文
時
代
か
ら

続
く
自
分
た
ち
の
話
し
言
葉

に
合
わ
せ
て
読
み
下
し
、
仮

名
ま
で
つ
く
り
出
し
た
。

　

著
者
の
議
論
は
縦
横
無

尽
だ
。「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
」
の
原
型
に
、
古
代
の

神
話
で
「
国
づ
く
り
」
に
活

躍
し
た
小
さ
い
神
「
ス
ク
ナ

ヒ
コ
ナ
」
を
見
い
だ
し
、
小

さ
い
も
の
に
美
を
感
じ
る
日

本
人
の
価
値
観
を
読
み
解

く
。

　

出
版
社
に
よ
る
と
、
発
行

部
数
は
３
月
下
旬
の
発
売
か

ら
約
１
週
間
で
１
万
７
千
部

と
堅
調
。編
集
担
当
者
は「
自

分
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
知
り
た

い
と
い
う
コ
ア
な
読
者
層
に

支
持
さ
れ
て
い
る
」
と
手
ご

た
え
を
語
る
。　

　

著
者
は
、
同
一
性
を
持
つ

も
の
と
し
て
日
本
を
捉
え
る

姿
勢
を
危
険
視
す
る
。
文
化

や
歴
史
に
「
主
体
的
な
一
貫

性
」
を
求
め
る
の
で
は
、
本

質
を
見
逃
し
て
無
用
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
る
と
い

う
警
告
だ
ろ
う
。

　
（
講
談
社
現
代
新
書
・

１
１
０
０
円
）



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで
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23

00	ニュース
15	NHK のど自慢

00	ニュース
05	新・BS 日本のうた
2:35 趣味の園芸 京も一日

陽だまり屋
40	みちたん 5min ～大好

き・東北～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	PREMIUM SELECTIONS

5:30	 みいつけた！さん

00	ニュース ( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ サンデー
25	基礎英語 0 ～世界エイ

ゴミッション～
35	E ダンスアカデミー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ダーウィンが来た！

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」 （13）

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
49	ワールドウェザー
50	世界ふれあい街歩き

10:50 ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま

11:32	 ミニ番組
35	サンデースポーツ 2020

12:35	 NHKのど自慢 (再)

13:20 聖火リレーデイリー
ハイライト

25	“いけず”な京都旅

15:20	 BS ニュース
30	将棋フォーカス

00	囲碁フォーカス
30	桂文枝の演芸図鑑

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」（13）( 再 )

45 さわやか自然百景 (再)
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （11）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
50	プロフェッショ…(再 )
23:35 エール 古関裕而の

応援歌
42	きょうの料理ビギナー

ズ ( 再 )
57	ワールドウェザー

00	ニュース
20	うまいッ！
45	連続テレビ小説「エー

ル」 （11） ( 再 )
00	新日本風土記 ( 再 )

00	COOL JAPAN ～発掘…
45	Doki Doki ! NHK …
50	5 分で「麒麟がくる」
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	ガールズクラフト (再)
20	猫のしっぽ カエルの手
49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ …
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	すイエんサー

50	アニメ ねこねこ日本史
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	鶴瓶の家族に乾杯

8:42 ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	逆転人生

45	【ストーリーズ】
11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	 聖 火 リ レ ー デ イ

リーハイライト
15	土曜時代ドラマ 雲霧仁

左衛門 3 < 新 >（1）
53	ミニ番組
55	みんなのうた ( 再 )
00	サイエンス ZERO

30	ガイロク（街録）

00	あの日 わたしは～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	にっぽん百名山
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチ…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （12）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	鶴瓶の家族に乾杯 (再)

23:17 ドキュメント 72 時
間 ( 再 )

48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	世界ふれあい街歩き 

ちょっとお散歩
45	「エール」 （12） ( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 短歌

50	おもてなし 即レス英会話
00	世界にいいね！つぶや

き英語
25	J-MELO ( 英 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15 まる得マガジン ( 再 )
20	すくすく子育て
49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ with 

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	サラメシ
57	うたコン
8:42 ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	プロフェッショナル 仕
事の流儀

11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	 聖 火 リ レ ー デ イ

リーハイライト
15	先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58	ミニ番組
00	みんなのうた ( 再 )
05	グレーテルのかまど
30	金曜日のソロたちへ

00	あの日 わたしは～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	イッピン
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （13）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	うたコン ( 再 )
50	歴史秘話ヒストリア (再)
23:35 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	中井精也の鉄道写真旅 

「いすみ鉄道」
45	「エール」 （13） ( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 俳句

50	おもてなし 即レス英会話
00	テレビで中国語
25	Asia Insight ( 二 )

55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン ( 再 )
20	ウワサの保護者会
44	楽ラクワンポイント介護
49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ …
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ガッテン！
8:15 サンドのお風呂いた

だきます
45	まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	歴史秘話ヒストリア

11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	 聖 火 リ レ ー デ イ

リーハイライト
15	又吉直樹のヘウレー

カ！
00	ふらっとあの街 旅ラン

10 キロ
30	ふるカフェ系 ハルさん

の休日
00	あの日 わたしは～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再)
15	時論公論
30	ダーウィンが来た！ (再)
58	ミニ番組
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチ…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （14）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ガッテン！ ( 再 )
50	サンドのお風呂いただ

きます ( 再 )
23:17 桂文枝の演芸図鑑 (再)
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ ( 再 )
45	連続テレビ小説「エー

ル」 （14） ( 再 )
00	趣味どきっ！
25	趣味の園芸

50	おもてなし 即レス英会話
00	旅するスペイン語
25	Journeys in Japan 

( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン ( 再 )
20	Core Kyoto ( 二 )
48	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ …
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	所さん！大変ですよ
57	ネ ー ミ ン グ バ ラ エ

ティー 日本人のおなま
えっ！

08:45	 まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	世界はほしいモノにあ

ふれてる
11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	 聖 火 リ レ ー デ イ

リーハイライト
15	【プレミアムドラマ】セ

ブンティウイザン～ 70
才、初めて産みます～ 
（2）

13:05 5分で「麒麟がくる」 (再)
10	あしたも晴れ！人生レ

シピ
55	みんなのうた ( 再 )
00	あの日 わたしは～証言

記録 東日本大震災～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
48	Doki Doki! NHK …(再)
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （15）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラ…(再 )
50	セブンティウイザン（2） 

( 再 )
23:40 5分「麒麟がくる」 (再)
48	チコちゃんに叱られ

る！チコっとだ…(再 )

00	ニュース
20	きじまりゅうた…(再 )
38	趣味の園芸 …(再 )
45	「エール」 （15） ( 再 )
00	チョイス＠病気…(再 )
45	エール 古関裕而の応援

歌 (再 )
50	おもてなし 即レス英会話
00	旅するフランス語
25	T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた ( 再 )
15	まる得マガジン ( 再 )
20	ふるカフェ系 ハルさん

の休日 ( 再 )
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ with 

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	首都圏情報 ネタドリ！
57	チコちゃんに叱られる！
8:42 ミニ番組
45	ガールズクラフト
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	【ドラマ 10】ディア・
ペイシェント < 新 >（1）

45	ドキュメント 72 時間
11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10 聖火リレーデイリー

ハイライト
15	にっぽん縦断 こころ旅 

とうちゃこ
13:13 ミニ番組
15	新日本風土記

14:15	 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチ…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

19:59	 ワールドウェザー
00	連続テレビ小説「エー

ル」 第 3週
15	チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )
00	週刊まるわかりニュース
30	NHK スペシャル ( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	「エール」 第 3週 ( 再 )
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟がく

る」 （13） ( 再 )
50	PREMIUM SELECTIONS

3:50	 ミニ番組
00	又吉直樹のヘウレー

カ！ ( 再 )
43	ミニ番組
45	デザインあ ( 再 )
00	PREMIUM SELECTIONS

30	おかあさんといっしょ

54	みんなのうた ( 再 )
00	ニュース ( 二 )
05	ピタゴラスイッチ
20	ア ニ メ 少 年 ア シ ベ 

GO ！ GO ！ゴマちゃん
30	ニャンちゅう！…
55	ノージーのひらめき工房
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ブラタモリ

8:15 有吉のお金発見 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
50	チコちゃんに叱られ

る！チコっとだけ…
00	浮世絵 EDO-LIFE ( 再 )
05	Doki Doki !…( 再 )
10	有田 Pおもてなす
45	きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？
00	SONGS
30	【よるドラ】いいね！光

源氏くん （3）
00	ニュース・気象情報
05	聖火リレーデイリーハ

イライト
10	シブヤノオト
40	よなよなラボ <新 >
13:40 サタデースポーツ

00	うまいッ！ ( 再 )

23	ミニ番組
25	みんなのうた ( 再 )
30	BS ニュース
40	日本の話芸
15:10 にっぽんの芸能
16:05 中井精也の鉄道写真

旅 「いすみ鉄道」 ( 再 )
20	ミニ番組
23	ミニ番組
28	ミニ番組
30	【ストーリーズ】 ( 再 )
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
45	N スペ 5min.
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景
59	ワールドウェザー
00	小さな旅
25	サラメシ ( 再 )
48	名曲アルバム ( 再 )
57	気象情報
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ つなげよう
55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は 3面に記載
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に
対た

い

す
る
極き

わ

め
て
愛あ

い

情じ
ょ
う

深ぶ
か

い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残の

こ

し
、
人じ

ん

類る
い

の
英え

い

知ち

に
改あ

ら
た
め
て
呼よ

び
か
け

る
の
で
あ
る
。

　

著ち
ょ

書し
ょ

に
は
歴れ

き

史し

学が
く

、
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

、
文ぶ

ん

化か

人じ
ん

類る
い

学が
く

と
い
っ
た

学が
く

際さ
い

的て
き

な
調

ち
ょ
う

査さ

を
も
と
に
、

数か
ず

々か
ず

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
網も

う

羅ら

さ
れ
、
非ひ

常じ
ょ
うに
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
。

　
さ
て
、
今い

ま

、
イ
タ
リ
ア
の
ベ

ニ
ス
の
水す

い

路ろ

が
透と

う

明め
い

に
な
り
、

魚さ
か
なが
泳お

よ

い
で
い
る
と
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が

嬉う
れ

し
そ
う
に
語か

た

る
姿す

が
た
が
写う

つ

し

出だ

さ
れ
る
。
人に

ん

間げ
ん

が
溢あ

ふ

れ
、

ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
有ゆ

う

名め
い

な

観か
ん

光こ
う

地ち

も
、
昔む

か
しの
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

映え
い

画が

で
観み

た
閑か

ん

静せ
い

な
佇た

た
ず
ま
い

で
あ
る
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

風ふ
う

景け
い

と
な
っ
た
。
日に

本ほ
ん

の
有ゆ

う

名め
い

な
観か

ん

光こ
う

地ち

も
、
名め

い

所し
ょ

旧
き
ゅ
う

跡せ
き

も
、
全ぜ

ん

体た
い

を
見み

る
こ
と
が

で
き
て
、
改あ

ら
た
め
て
そ
の
良よ

さ

を
再さ

い

発は
っ

見け
ん

さ
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

自じ

分ぶ
ん

の
住す

む
小ち

い

さ
な
町ま

ち

も
、

一い
ち

日に
ち

中じ
ゅ
う

辺あ
た

り
は
閑か

ん

散さ
ん

と
し
て

静せ
い

寂じ
ゃ
くそ
の
も
の
で
あ
る
。
人ひ

と

の
動う

ご

き
が
激げ

き

減げ
ん

し
た
の
で
ポ

イ
捨す

て
ゴ
ミ
、
タ
バ
コ
の
吸す

い
殻が

ら

の
量り

ょ
う
が
激げ

き

減げ
ん

し
、
通と

お

り

が
ウ
ソ
の
よ
う
に
清せ

い

潔け
つ

に
な
っ

た
。
空く

う

気き

も
き
れ
い
に
な
っ
た

よ
う
な
気き

が
す
る
。

　
「
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く」
戒か

い

厳げ
ん

令れ
い

を

守ま
も

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
自じ

体た
い

、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

で
全

ま
っ
た

く
予よ

想そ
う

も
し
な
か
っ
た
出で

来き

事ご
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
生い

き
方か

た

や
価か

値ち

観か
ん

を
見み

直な
お

さ
ざ

る
を
得え

な
い
こ
と
を
痛つ

う

感か
ん

し

始は
じ

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

今こ
ん

後ご

起お

こ
る
で
あ
ろ
う
、

将し
ょ
う

来ら
い

的て
き

様さ
ま

々ざ
ま

な
不ふ

安あ
ん

は
あ
る

と
し
て
も
、
今い

ま

優ゆ
う

先せ
ん

す
べ
き

は
、
人ひ

と

混ご

み
か
ら
離は

な

れ
る
こ

と
。
こ
れ
ま
で
の
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
関か

ん

係け
い

を
中

ち
ゅ
う

断だ
ん

、
一い

っ

旦た
ん

停て
い

止し

す
る
こ
と
。

　

自じ

分ぶ
ん

の
身み

の
丈た

け

に
合あ

っ
た

日に
ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

を
、
気き

持も

ち
を
落お

ち
着つ

け
、
じ
っ
く
り
と
見み

直な
お

す
。
そ
し
て
、
終

し
ゅ
う

息そ
く

後ご

の
生せ

い

活か
つ

の
立た

て
直な

お

し
を
計け

い

画か
く

す
る

絶ぜ
っ

好こ
う

の
機き

会か
い

と
捉と

ら

え
る
こ
と

に
し
た
。

疫え
き

病び
ょ
うが
拡か

く

散さ
ん

す
る
諸し

ょ

条じ
ょ
う

件け
ん

　

さ
て
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
起お

き
て

い
る
問も

ん

題だ
い

を
考か

ん
が

え
る
と
き
、

疫え
き

病び
ょ
うが
拡か

く

散さ
ん

す
る
諸し

ょ

条じ
ょ
う

件け
ん

と

は
何な

に

か
を
知し

る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
疫え

き

病び
ょ
うの
歴れ

き

史し

を
振ふ

り
返か

え
っ
て
み
る
こ
と
が

参さ
ん

考こ
う

に
な
る
。

　

ま
ず
、
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

増ぞ
う

加か

の
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

原げ
ん

因い
ん

は
ど
う
論ろ

ん

じ
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、「
近き

ん

代だ
い

の
大だ

い

規き

模ぼ

移い

動ど
う

や
無む

秩ち
つ

序じ
ょ

に
進す

す

め
て
き

た
大だ

い

規き

模ぼ

開か
い

発は
つ

に
よ
る
環か

ん

境
き
ょ
う

破は

壊か
い

、
国こ

く

際さ
い

経け
い

済ざ
い

の
グ
ロ
ー

バ
ル
化か

、
航こ

う

空く
う

機き

旅り
ょ

行こ
う

の
移い

動ど
う

の
高こ

う

速そ
く

化か

な
ど
が
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
、
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが
容よ

う

易い

に
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
原げ

ん

因い
ん

」
で
あ
り
、
さ

ら
に
人じ

ん

類る
い

自み
ず
から
が
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
要よ

う

因い
ん

に
な
る
こ
と
を
次つ

ぎ

の

よ
う
に
要よ

う

約や
く

す
る
。

　

地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
うに
生せ

い

息そ
く

す
る
生せ

い

物ぶ
つ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種し

ゅ

類る
い

が

一い
っ

定て
い

の
数か

ず

を
維い

持じ

す
る
こ
と

で
生せ

い

態た
い

系け
い

の
均き

ん

衡こ
う

を
保た

も

っ
て

き
た
。
こ
の
、
一い

っ

定て
い

の
数か

ず

を
維い

持じ

す
る
と
い
う
現げ

ん

象し
ょ
うが
、
増ふ

え
す
ぎ
た
生い

き
物も

の

が
、
よ
り

強つ
よ

い
生せ

い

物ぶ
つ

に
捕ほ

食し
ょ
くさ
れ
る
こ

と
で
成せ

い

立り
つ

す
る
が
、
人に

ん

間げ
ん

に

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡か

く

散さ
ん

の
教き

ょ
う

訓く
ん

歴れ
き

史し

か
ら
辿た

ど

る
「
少し

ょ
う

欲よ
く

知ち

足そ
く

」
の
教お

し

え

特
と く

別
べ つ

寄
き

稿
こ う

ミヒャエル・ヴォルゲムート（ドイツ語
ご

版
ばん

）『死
し

の舞
ぶ

踏
とう

』１４９３年
ねん

、版
はん

画
が

 「生
せい

」に対
たい

して圧
あっ

倒
とう

的
てき

勝
しょう

利
り

をかちとった「死
し

」が踊
おど

っているすがた。１４世
せい

紀
き

の「黒
こく

死
し

病
びょう

」の流
りゅう

行
こう

は全
ぜん

ヨーロッパに死
し

の
恐
きょう

怖
ふ

を引
ひ

き起
お

こした（From Wikimedia Commons）

『人
じん

類
るい

が消
き

えた世
せ

界
かい

』
（アラン・ワイズマン著

ちょ

、鬼
おに

澤
ざわ

忍
しのぶ

翻
ほん

訳
やく

、早
はや

川
かわ

書
しょ

房
ぼう

、２００８年
ねん

）

７３５年
ねん

から７３７年
ねん

にかけて奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

の日
に

本
ほん

で発
はっ

生
せい

した天
てん

然
ねん

痘
とう

の流
りゅう

行
こう

は、「天
てん

平
ぴょう

の疫
えき

病
びょう

大
だい

流
りゅう

行
こう

」
と呼

よ

ばれる。東
とう

大
だい

寺
じ

大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

、盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

像
ぞう

（奈
な

良
ら

の大
だい

仏
ぶつ

）は、この天
てん

平
ぴょう

の疫
えき

病
びょう

大
だい

流
りゅう

行
こう

の後
あと

に聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

によって建
こん

立
りゅう

された（Jakub Hałun / CC BY-SA）

命め
い

以い

降こ
う

、
農の

う

作さ
く

物も
つ

の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

安あ
ん

定て
い

、
国こ

く

際さ
い

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うで
、
飢き

饉き
ん

の
被ひ

害が
い

は
減げ

ん

少し
ょ
うし
た
。

　

し
か
し
、
病

び
ょ
う

原げ
ん

体た
い

だ
け
は

人じ
ん

類る
い

の
誕た

ん

生じ
ょ
うか
ら
今き

ょ

日う

ま
で

一い
っ

定て
い

に
保た

も

つ
機き

能の
う

に
よ
っ
て
、

新し
ん

興こ
う

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
うと
な
っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

を
襲お

そ

う
と
い
う
と
い
う
図ず

式し
き

で
あ
る
。

日に

本ほ
ん

の
変へ

ん

換か
ん

期き

、

鎌か
ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

に
顕け

ん

著ち
ょ

な
災さ

い

厄や
く

　

現げ
ん

代だ
い

は
、
昔む

か
し
と
比く

ら

べ
る
と

比ひ

較か
く

で
き
な
い
ほ
ど
人じ

ん

類る
い

の

移い

動ど
う

は
大だ

い

規き

模ぼ

で
あ
る
が
、

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

に
限か

ぎ

っ
て
み
て

も
、
古こ

代だ
い

か
ら
、
す
で
に
舶は

く

来ら
い

の
疫え

き

病び
ょ
うの
記き

録ろ
く

が
残の

こ

さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
知し

る
手て

掛が

か

り
は
、
世せ

界か
い

と
同お

な

じ
く
宗

し
ゅ
う

教
き
ょ
う

史し

に
も
現あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
宗

し
ゅ
う

教
き
ょ
う

や
医い

学が
く

は
、
災さ

い

厄や
く

と
の
闘た

た
か
い

の
た
め
に
生う

ま
れ
て
き
た
と

言い

っ
て
も
過か

言ご
ん

で
な
い
。

　

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

的て
き

変へ
ん

換か
ん

期き

と

い
え
ば
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

で
あ
る
。

　

公く

家げ

世せ

界か
い

か
ら
武ぶ

家け

世せ

界か
い

へ
の
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
社し

ゃ

会か
い

構こ
う

造ぞ
う

の

変へ
ん

形け
い

で
あ
り
、
武ぶ

家け

社し
ゃ

会か
い

内な
い

を
覆お

お

う
根ね

強づ
よ

い
疑ぎ

心し
ん

暗あ
ん

鬼き

、

権け
ん

力り
ょ
く

抗こ
う

争そ
う

に
よ
る
小こ

競ぜ
り

合あ

い

の
な
か
で
、
新あ

た
ら
し
い
国こ

っ

家か

の

在あ

り
方か

た

を
模も

索さ
く

し
た
時じ

代だ
い

で

あ
っ
た
。

　

２
度ど

に
亘わ

た

る
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

に

よ
る
国こ

く

内な
い

の
攪か

く

乱ら
ん

。
そ
し
て

同ど
う

時じ

に
連れ

ん

続ぞ
く

し
て
起お

き
た
天て

ん

変ぺ
ん

地ち

異い

に
よ
る
天て

ん

災さ
い

と
疫え

き

病
び
ょ
う

の
蔓ま

ん

延え
ん

。
飢き

饉き
ん

、
悪あ

く

疫え
き

、
戦せ

ん

乱ら
ん

の
、
想そ

う

像ぞ
う

を
絶ぜ

っ

す
る
貧ひ

ん

困こ
ん

の
時じ

代だ
い

で
あ
っ
た
と
言い

わ
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

の
主お

も

な
天て

ん

変ぺ
ん

地ち

夭よ
う

を
年ね

ん

代だ
い

順じ
ゅ
んに
追お

っ
て
み
る
と
、

▼
康こ

う

元げ
ん

元が
ん

年ね
ん

（
１
２
５
６
）

８
月が

つ

６
日か

、
鎌か

ま

倉く
ら

で
大お

お

風か
ぜ

・

洪こ
う

水ず
い

が
お
こ
り
、
疫え

き

病び
ょ
うが
流

り
ゅ
う

行こ
う

。
▼
正し

ょ
う

嘉か

元が
ん

年ね
ん

（
１
２
５
７
）

５
月が

つ

１
８
日に

ち

、
鎌か

ま

倉く
ら

に
大だ

い

地じ

震し
ん

。
８
月が

つ

１
日た

ち　

鎌か
ま

倉く
ら

に
大だ

い

地じ

震し
ん

、
８
月が

つ

２
３
日に

ち　

鎌か
ま

倉く
ら

に
未み

曽ぞ

有う

の
大だ

い

地じ

震し
ん

、
寺じ

社し
ゃ

の
諸し

ょ

堂ど
う

が
倒と

う

壊か
い

。

１
１
月が

つ

８
日か　

鎌か
ま

倉く
ら

に
大だ

い

地じ

震し
ん

。
▼
正し

ょ
う

嘉か

２
年ね

ん

（
１
２
５
８
）

８
月が

つ

１
日た

ち　
　

大お
お

風あ
ら

雨し

、
諸し

ょ

国こ
く

田た

畑ば
た

損そ
ん

亡も
う

。

正し
ょ
う

元げ
ん

元が
ん

年ね
ん

（
１
２
５
９
）

春は
る　

大だ
い

飢き

饉き
ん

あ
り
、
疫え

き

病
び
ょ
う

流り
ゅ
う

行こ
う

。

▼
文ぶ

ん

応お
う

元が
ん

年ね
ん

（
１
２
６
０
）

諸し
ょ

国こ
く

に
疫え

き

病び
ょ
う

蔓ま
ん

延え
ん

。

　

す
な
わ
ち
、
１
２
５
６
年ね

ん

か
ら
１
２
６
０
年ね

ん

の
僅わ

ず

か
４

年ね
ん

の
間あ

い
だ
に
、
大だ

い

災さ
い

害が
い

が
連れ

ん

発ぱ
つ

し
、
そ
れ
に
伴

と
も
な

っ
て
疫え

き

病び
ょ
うが

流り
ゅ
う

行こ
う

し
て
い
る
。

　

そ
の
と
き
の
事じ

態た
い

は
、「
大お

お

風か
ぜ

や
大お

お

雨あ
め

に
み
ま
わ
れ
、
ま

た
地じ

震し
ん

や
洪こ

う

水ず
い

、
旱か

ん

魃ば
つ

に
よ

り
作さ

く

物も
つ

が
実み

の

ら
ず
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人ひ

と

々び
と

は
飢う

え
て
い
る
。

そ
こ
に
伝で

ん

染せ
ん

病び
ょ
うが
広ひ

ろ

が
り
、

悲ひ

惨さ
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
陥

お
ち
い

っ
て
い
る
。

牛う
し

や
馬う

ま

は
そ
こ
ら
中じ

ゅ
うで
死し

に
、

そ
の
骸が

い

骨こ
つ

が
路ろ

上じ
ょ
うに
散さ

ん

乱ら
ん

。

死し

期き

を
迎む

か

え
た
人ひ

と

々び
と

が
全ぜ

ん

人じ
ん

口こ
う

の
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うに
な
り
、
こ

の
有あ

り

様さ
ま

を
嘆な

げ

か
な
い
も
の
は

誰だ
れ

一ひ
と

人り

と
し
て
い
な
い
。

　

巷ち
ま
た
に
は
飢う

え
て
物も

の

を
乞こ

う

者も
の

が
溢あ

ふ

れ
、
遺い

体た
い

が
物も

の

見み

台だ
い

の
よ
う
に
高た

か

く
積つ

み
上あ

げ
ら

れ
、
川か

わ

は
遺い

体た
い

を
並な

ら

べ
る
と

橋は
し

と
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

（
日に

ち

蓮れ
ん

聖せ
い

人じ
ん

『
立り

っ

正し
ょ
う

安あ
ん

国こ
く

論ろ
ん

』
冒ぼ

う

頭と
う

よ
り
）

　

そ
の
惨さ

ん

状じ
ょ
うは
、
ま
さ
し

く
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

（
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

用よ
う

語ご

「
言こ

と

葉ば

に
表あ

ら
わ

す
道み

ち

が
断た

た
れ

る
」）
で
あ
っ
た
。

　

当と
う

然ぜ
ん

食た

べ
物も

の

は
無な

い
。
医い

療り
ょ
うで
救す

く

わ
れ
る
手し

ゅ

段だ
ん

は
皆か

い

無む

。

当と
う

時じ

の
人ひ

と

々び
と

に
と
っ
て
、
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

の
救す

く

い
の
無な

い
絶ぜ

つ

望ぼ
う

と
、
地じ

獄ご
く

の
苦く

る

し
み
か
ら
逃の

が

れ
た
い
と
の
必ひ

っ

死し

の
願ね

が

い
に

応お
う

じ
て
、
人ひ

と

々び
と

に
生い

き
る
希き

望ぼ
う

を
語か

た

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
必ひ

つ

然ぜ
ん

か
ら
、
親し

ん

鸞ら
ん

、
日に

ち

蓮れ
ん

、
道ど

う

元げ
ん

、
法ほ

う

然ね
ん

、
栄え

い

西さ
い

等な
ど

が
開か

い

祖そ

と
な
る
鎌か

ま

倉く
ら

仏ぶ
っ

教き
ょ
うが

生う

ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後ご

も
、
１
５
９
６
年ね

ん

の
伏ふ

し

見み

地じ

震し
ん

で
豊と

よ

臣と
み

政せ
い

権け
ん

が

崩ほ
う

壊か
い

。
１
７
０
７
年ね

ん

の
富ふ

士じ

山さ
ん

噴ふ
ん

火か

に
よ
る
宝ほ

う

永え
い

地じ

震し
ん

に

よ
る
ほ
ぼ
全ぜ

ん

国こ
く

に
及お

よ

ん
だ
津つ

波な
み

被ひ

害が
い

、
江え

戸ど

庶し
ょ

民み
ん

を
苦く

る

し

め
た
降こ

う

灰は
い

被ひ

害が
い

な
ど
、
日に

本ほ
ん

は
ほ
ぼ
毎ま

い

年と
し

、
波は

状じ
ょ
う

的て
き

に
災さ

い

害が
い

に
見み

舞ま

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
天て

ん

災さ
い

に
伴

と
も
な
っ
て

疫え
き

病び
ょ
うの
拡か

く

散さ
ん

し
、
人ひ

と

々び
と

は
た

だ
苦く

る

し
み
、
死し

に
絶た

え
て
い

く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

遣け
ん

唐と
う

使し

と
共と

も

に

も
た
ら
さ
れ
た
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

　

日に

本ほ
ん

は
、
６
世せ

い

紀き

以い

降こ
う

の

飛あ
す
か鳥
時じ

代だ
い

や
奈な

良ら

時じ

代だ
い

に
、

遣け
ん

唐と
う

使し

な
ど
の
制せ

い

度ど

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うが
活か

っ

発ぱ
つ

に
な
り
、

そ
こ
か
ら
具ぐ

体た
い

的て
き

に
疫え

き

病
び
ょ
う

の
記き

録ろ
く

が
登と

う

場じ
ょ
うす
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

痘と
う

瘡そ
う

（
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

）
は
古こ

代だ
い

史し

の
中な

か

に
も
記き

録ろ
く

が
あ
る
ら

し
い
が
、
７
３
５
年ね

ん

、
大だ

宰ざ
い

府ふ

（
現げ

ん

在ざ
い

の
福ふ

く

岡お
か

）
の
藤ふ

じ

原わ
ら

家け

が
相あ

い

次つ

い
て
罹り

患か
ん

し
死し

亡ぼ
う

し
た
こ
と
が
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
て
い

る
。
そ
の
時と

き

、
政せ

い

局き
ょ
くが
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

し
た
た
め
、
７
４
３
年ね

ん

、

聖し
ょ
う

武む

天て
ん

皇の
う

は
東と

う

大だ
い

寺じ

大だ
い

仏ぶ
つ

造ぞ
う

営え
い

を
開か

い

始し

し
た
。
平へ

い

安あ
ん

遷せ
ん

都と

直ち
ょ
く

後ご

の
８
０
８
年ね

ん

に
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

し
た
疫え

き

病び
ょ
うは
日に

本ほ
ん

最さ
い

初し
ょ

の
ペ
ス
ト
と
言い

わ
れ
る
が
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
不ふ

明め
い

で
あ
る
。

　

鎌か
ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

の
三さ

ん

代だ
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

、

源み
な
も
と
の

実さ
ね

朝と
も

は
こ
の
病や

ま
い

に
罹か

か

り
、
顔か

お

貌か
た
ちが
醜み

に
く
く
崩く

ず

れ
、
人ひ

と

前ま
え

に
出で

る
こ
と
を
疎う

と

み
、
歌う

た

の
世せ

界か
い

に
埋ま

い

没ぼ
つ

す
る
。
し
か

し
、
政せ

い

争そ
う

か
ら
免ま

ぬ
が
れ
る
こ
と

は
で
き
ず
、
最さ

い

期ご

は
甥お

い

に
よ
っ

て
暗あ

ん

殺さ
つ

さ
れ
短み

じ
か
い
一い

っ

生し
ょ
うを
終お

え
た
。

　

天て
ん

然ね
ん

痘と
う

の
恐お

そ

ろ
し
さ
の
原げ

ん

因い
ん

は
、
高た

か

い
死し

亡ぼ
う

率り
つ

も
あ
る

が
、
そ
の
痘と

う

の
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

に
よ
る

皮ひ

膚ふ

の
病

び
ょ
う

状じ
ょ
うの
す
さ
ま
じ
さ

聖せ
い

市し

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う

毛も
う

利り

律り
つ

子こ

に
人ひ

と

々び
と

は
怯お

び

え
る
。
現げ

ん

在ざ
い

で

は
実じ

っ

際さ
い

、
画が

面め
ん

な
ど
で
見み

る

こ
と
も
で
き
る
が
、
あ
ま
り

の
痛い

た

ま
し
さ
に
絶ぜ

っ

句く

す
る
。

　

天て
ん

然ね
ん

痘と
う

は 

１
万ま

ん

年ね
ん

前ま
え

に

は
既す

で

に
ヒ
ト
の
病

び
ょ
う

気き

で
あ
り
、

イ
ン
ド
起き

源げ
ん

で
あ
る
と
思お

も

わ

れ
て
い
る
。
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

ウ
イ
ル
ス

は
動ど

う

物ぶ
つ

に
は
感か

ん

染せ
ん

せ
ず
、
人に

ん

間げ
ん

に
の
み
感か

ん

染せ
ん

す
る
。
つ
ま

り
征せ

い

服ふ
く

・
貿ぼ

う

易え
き

・
戦せ

ん

争そ
う

・
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うな
ど
、
人に

ん

間げ
ん

の
移い

動ど
う

と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
エ
ジ

プ
ト
の
ラ
ム
セ
ス
５
世せ

い

の
ミ

イ
ラ
の
顔か

お

に
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

の
痘と

う

疱ほ
う

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼か

れ

は
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

で
亡な

く
な
っ
た
名な

前ま
え

の

分わ

か
る
最さ

い

古こ

の
患か

ん

者じ
ゃ

で
あ
る

と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

天て
ん

然ね
ん

痘と
う

は
旧

き
ゅ
う

大た
い

陸り
く

で
発は

っ

生せ
い

し
た
の
で
、
新し

ん

大た
い

陸り
く

の
人ひ

と

々び
と

の
間あ

い
だ
に
は
存そ

ん

在ざ
い

し
な
か
っ
た

が
、
１
５
世せ

い

紀き

の
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

に
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

も
新し

ん

大た
い

陸り
く

の

人ひ
と

々び
と

に
も
た
ら
さ
れ
た
。
免め

ん

疫え
き

の
な
い
新し

ん

大た
い

陸り
く

の
イ
ン
デ
ィ

オ
を
ほ
ぼ
絶ぜ

つ

滅め
つ

に
追お

い
込こ

ん

だ
病や

ま
いで
あ
る
。

　

室む
ろ

町ま
ち

か
ら
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
か

け
て
は
、
倭わ

寇こ
う

と
い
う
形か

た
ち
で

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
海か

い

外が
い

渡と

航こ
う

が
活か

っ

発ぱ
つ

に
な
る
が
、
こ
の
頃こ

ろ

よ
り
世せ

界か
い

的て
き

な
疫え

き

病び
ょ
うに
日に

本ほ
ん

も
巻ま

き

込こ

ま
れ
て
い
く
。

　

１
４
９
５
年ね

ん

に
イ
タ
リ
ア
・

ナ
ポ
リ
で
始は

じ

ま
っ
た
梅ば

い

毒ど
く

の

流り
ゅ
う

行こ
う

が
、
１
５
１
２
年ね

ん

、

京き
ょ
う

都と

で
爆ば

く

発は
つ

す
る
。
こ
れ
は
、

当と
う

時じ

東ひ
が
しア
ジ
ア
全ぜ

ん

域い
き

に
展て

ん

開か
い

し
て
い
た
倭わ

寇こ
う

に
縁よ

る
も
の

で
、日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

し
、

来ら
い

航こ
う

し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人じ

ん

に
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
及お

よ

ぼ
し
た

と
い
う
記き

録ろ
く

が
残の

こ

る
。

　

脚か
っ

気け

、
梅ば

い

毒ど
く

、
麻は

し

疹か

、
コ

レ
ラ
、
結け

っ

核か
く

な
ど
の
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

に
よ
り
、
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

が
今き

ょ

日う

の

よ
う
な
救

き
ゅ
う

済さ
い

処し
ょ

置ち

を
施ほ

ど
こ
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
人ひ

と

々び
と

は
野の

倒た
お

れ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
人ひ

と

々び
と

に
と
っ
て
、
ま
さ
に
脅

き
ょ
う

威い

で

あ
っ
た
。

今い
ま

、
教き

ょ
う

訓く
ん

と
し
て
の

「
少し

ょ
う

欲よ
く

知ち

足そ
く

」
の
教お

し

え

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
述の

べ
た
よ
う
に
、

今い
ま

の
よ
う
な
予よ

測そ
く

不ふ

能の
う

な
事じ

態た
い

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

す
る
と
、
私わ

た
し
た
ち

は
自み

ず
か
ら
の
生い

き
方か

た

や
社し

ゃ

会か
い

の

あ
り
様さ

ま

を
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
見み

直な
お

す

こ
と
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

の

根こ
ん

本ぽ
ん

に
あ
る
価か

値ち

観か
ん

、
す
な

わ
ち
、「
際さ

い

限げ
ん

の
な
い
成せ

い

長
ち
ょ
う

や
進し

ん

歩ぽ

」
を
目め

指ざ

す
こ
と
は

人に
ん

間げ
ん

を
無む

限げ
ん

の
可か

能の
う

性せ
い

へ
と

突つ

き
動う

ご

か
す
欲よ

く

望ぼ
う

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
欲よ

く

望ぼ
う

は
文ぶ

ん

明め
い

進し
ん

歩ぽ

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
な
る
が
、

い
ず
れ
止と

ま
る
こ
と
を
知し

ら

な
く
な
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

を
、
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

の
災さ

い

厄や
く

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
い
た
人ひ

と

々び
と

と
比ひ

較か
く

す
る
と
、
私わ

た
し
た
ち
が

如い

何か

に
恵め

ぐ

ま
れ
た
時じ

代だ
い

に
生い

き
て
い
る
か
を
痛つ

う

感か
ん

さ
せ
ら

れ
る
。

　

食た

べ
物も

の

は
不ふ

足そ
く

な
く
、
不ふ

調ち
ょ
うに
な
れ
ば
、
便べ

ん

利り

な
交こ

う

通つ
う

手し
ゅ

段だ
ん

で
、
身み

近ぢ
か

に
手て

当あ

て
を

受う

け
ら
れ
る
医い

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

も
あ

る
。

　

住す

ま
い
、
衣い

服ふ
く

、
電で

ん

気き

、

水み
ず

に
も
困こ

ま

ら
ず
、
通つ

う

信し
ん

手し
ゅ

段だ
ん

も
快か

い

適て
き

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

人じ
ん

類る
い

が
培

つ
ち
か

っ
た
文ぶ

ん

明め
い

の
証あ

か
し
と

も
い
え
る
が
、
そ
の
恩お

ん

恵け
い

に

あ
ず
か
り
な
が
ら
、
疫え

き

病
び
ょ
う

終し
ゅ
う

息そ
く

ま
で
を
過す

ご
す
。
何な

に

か

足た

り
な
い
も
の
が
あ
っ
て
も
、

不ふ

自じ

由ゆ
う

と
は
言い

え
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うに
、「
少

し
ょ
う

欲よ
く

知ち

足そ
く

」
と

い
う
教お

し

え
が
あ
る
。
そ
の
意い

味み

す
る
と
こ
ろ
は
、「
欲よ

く

を

少す
く

な
く
し
て
足た

る
こ
と
を
知し

り
、
今い

ま

与あ
た

え
ら
れ
て
い
る
も
の

に
満ま

ん

足ぞ
く

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

「
少

し
ょ
う

欲よ
く

」
と
は
い
ま
だ
得え

ら

れ
て
い
な
い
も
の
を
欲ほ

っ

し
な
い

こ
と
で
あ
り
、「
知ち

足そ
く

（
足た

る

を
知し

る
）」
と
は
す
で
に
得え

ら

れ
た
も
の
に
満ま

ん

足ぞ
く

し
て
、
心

こ
こ
ろ

が
穏お

だ

や
か
で
あ
る
こ
と
を
い

う
。

　

唐と
う

の
時じ

代だ
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

僧そ
う

で
あ
る
玄げ

ん

奘じ
ょ
うは
「
知ち

足そ
く

」
を
さ
ら
に
深ふ

か

め
、「
喜き

足そ
く

（
足た

る
を
喜よ

ろ
こぶ
）」
と
訳や

く

し
た
。

　

現げ
ん

代だ
い

人じ
ん

に
不ふ

足そ
く

し
て
い
る

も
の
は
、
思お

も

い
や
り
の
心こ

こ
ろで
あ

り
、
過か

剰じ
ょ
うな
の
は
得え

ら
れ
て

当あ

た
り
前ま

え

と
い
う
傲ご

う

慢ま
ん

で
あ

る
。

　

職
し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

上じ
ょ
うと
は
い
え
、
医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

は
不ふ

眠み
ん

不ふ

休き
ゅ
うで

働は
た
らい
て
い
る
。
医い

療り
ょ
う

保ほ

険け
ん

に

入は
い

っ
て
い
る
か
ら
い
つ
で
も
診み

る
の
は
当と

う

然ぜ
ん

だ
。

　

強ご
う

引い
ん

に
な
る
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
遠え

ん

慮り
ょ

し
て
み
よ
う

で
は
な
い
か
。「
遠え

ん

慮り
ょ

」
と

は
「
遠と

お

く
か
ら
慮

お
も
ん
ば
かる
＝
き
っ

と
大た

い

変へ
ん

だ
ろ
う
ね
」
と
い
う

心こ
こ
ろ

遣づ
か

い
で
あ
る
。
基き

本ほ
ん

的て
き

に
、

自じ

分ぶ
ん

の
健け

ん

康こ
う

は
自じ

分ぶ
ん

で
守ま

も

る

も
の
で
あ
る
。

　

何な
に

も
す
る
こ
と
が
無な

い
と
、

不ふ

満ま
ん

足ぞ
く

に
思お

も

っ
た
ら
、
そ
の

不ふ

満ま
ん

を
書か

き
出だ

し
て
み
る
の

も
良よ

い
か
も
し
れ
な
い
。
概

お
お
む

ね
、
満み

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知し

っ
て
満ま

ん

足ぞ
く

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

今い
ま

の
困こ

ん

難な
ん

を
、
自じ

分ぶ
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
うや
進し

ん

歩ぽ

を
考か

ん
が
え
直な

お

す
千せ

ん

載ざ
い

一い
ち

遇ぐ
う

の
機き

会か
い

と
捉と

ら

え
て
み
る

の
も
、
終

し
ゅ
う

息そ
く

ま
で
の
過す

ご
し

方か
た

の
一ひ

と
つ
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
本ほ

ん

の
主し

ゅ

題だ
い

は
、「
今い

ま

の

環か
ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

が
こ
の
ま
ま
続つ

づ

く

と
終つ

い

に
は
ジ
オ
・
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
ィ
（G

eo-catastro-
phe

）「
地ち

球き
ゅ
うの
破は

局き
ょ
く」
が
起お

こ
る
。
正せ

い

確か
く

に
言い

え
ば
、
人じ

ん

類る
い

が
破は

滅め
つ

す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
地ち

球き
ゅ
うが
破は

滅め
つ

す
る
こ
と

は
な
い
。

　

む
し
ろ
、
人じ

ん

類る
い

が
滅め

つ

亡ぼ
う

す

れ
ば
、
地ち

球き
ゅ
うは
極き

わ

め
て
短た

ん

期き

間か
ん

の
う
ち
に
、
再ふ

た
た
び
本ほ

ん

来ら
い

の

青あ
お

い
天て

ん

球き
ゅ
うの
姿す

が
た
を
回か

い

復ふ
く

す
る

で
あ
ろ
う
。
ジ
オ
・
カ
タ
ス

ト
ロ
フ
ィ
と
は
、
人じ

ん

類る
い

が
自み

ず
か
ら

の
存そ

ん

在ざ
い

基き

盤ば
ん

を
破は

壊か
い

し
つ
く

す
事こ

と

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

同ど
う

時じ

に
、
地ち

球き
ゅ
う

自じ

体た
い

に
と
っ

て
は
、
再さ

い

生せ
い

へ
の
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

著ち
ょ

者し
ゃ

は
、「
自じ

分ぶ
ん

の
周ま

わ

り

の
環か

ん

境き
ょ
うを
す
べ
て
そ
の
ま
ま

万ま
ん

一い
ち
そ
う
な
っ
て
も
一い

っ

定て
い

の
支し

援え
ん

体た
い

制せ
い

も
整

と
と
の

っ
て
い
る
の
で
、

少し
ょ
う

々し
ょ
うの
不ふ

足そ
く

不ふ

満ま
ん

を
辛し

ん

抱ぼ
う

す

れ
ば
、
徒

い
た
ず
らに
市し

民み
ん

が
暴ぼ

う

動ど
う

化か

す
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
人じ

ん

類る
い

が
消き

え
た
世せ

界か
い

」

　

世せ

界か
い

が
ウ
イ
ル
ス
騒そ

う

動ど
う

に

よ
る
閉へ

い

鎖さ

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
な
っ
て
以い

後ご

、
写う

つ

し
出だ

さ
れ
た
世せ

界か
い

の

有ゆ
う

名め
い

な
観か

ん

光こ
う

地ち

、
何ど

処こ

も
大だ

い

混こ
ん

雑ざ
つ

で
ひ
し
め
い
て
い
た
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くが
全ま

っ
たく
消き

え
た
。
ニ
ュ
ー

ス
で
そ
の
光こ

う

景け
い

を
目ま

の
当あ

た

り
に
し
て
不ふ

思し

議ぎ

な
感か

ん

慨が
い

を

抱い
だ

い
て
い
る
。

　

そ
し
て
思お

も

い
出だ

し
た
の
が
、

ア
メ
リ
カ
人じ

ん

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
ア
ラ
ン
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
が

２
０
０
７
年ね

ん

に
著あ

ら
わし
た
、『
人じ

ん

類る
い

が
消き

え
た
世せ

界か
い

』で
あ
る
。　
　

コ
ロ
ナ
騒そ

う

動ど
う

で
世せ

界か
い

再さ
い

発は
っ

見け
ん

　

今こ

年と
し

の
年と

し

明あ

け
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
新し

ん

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒そ

う

動ど
う

で
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが
正

し
ょ
う

体た
い

の
見み

え
な
い
病

び
ょ
う

原げ
ん

菌き
ん

の
脅

き
ょ
う

威い

に
晒さ

ら

さ
れ
、
厳げ

ん

重じ
ゅ
うな
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

令れ
い

が
敷し

か
れ
て
、
日ひ

び々

の
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
うも
一い

っ

変ぺ
ん

し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
起お

こ
ろ
う

と
は
、
予よ

想そ
う

だ
に
し
な
か
っ

た
か
ら
、
こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
何い

時つ

ま
で
耐た

え
ら
れ
る
か
。

　

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

の
文ぶ

ん

明め
い

の
利り

器き

を

使つ
か

い
こ
な
し
、
豊ゆ

た

か
で
便べ

ん

利り

で
、
自じ

由ゆ
う

な
、
戦せ

ん

後ご

の
平へ

い

和わ

状じ
ょ
う

態た
い

の
暮く

ら
し
に
慣な

れ
き
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
突と

つ

如じ
ょ

、

疫え
き

病び
ょ
うの
災さ

い

厄や
く

に
見み

舞ま

わ
れ
て

い
る
。

　

数す
う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

に
一い

っ

回か
い

の
周

し
ゅ
う

期き

で
、
ヒ
ト
に
は
免め

ん

疫え
き

が
全ま

っ
た
く

な
い
「
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
」
が

出し
ゅ
つ

現げ
ん

し
、
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

ウ
イ
ル
ス

学が
く

、
医い

療り
ょ
うを
も
っ
て
し
て
も
ど

う
に
も
な
ら
ず
、
文ぶ

ん

明め
い

社し
ゃ

会か
い

は
混こ

ん

乱ら
ん

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
うと
の
闘た

た
か
い
に
お
い

て
最さ

い

大だ
い

の
武ぶ

器き

と
も
な
る
は

ず
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
反は

ん

面め
ん

、
社し

ゃ

会か
い

の
混こ

ん

乱ら
ん

を
増ぞ

う

幅ふ
く

さ

せ
る
も
と
に
な
る
。
人じ

ん

心し
ん

の

乱み
だ

れ
に
よ
る
流

り
ゅ
う

言げ
ん

飛ひ

語ご

、
疑ぎ

心し
ん

暗あ
ん

鬼き

、
先さ

き

行ゆ

き
の
不ふ

安あ
ん

を

煽あ
お

り
、
社し

ゃ

会か
い

に
負ふ

の
連れ

ん

鎖さ

を

も
た
ら
す
。

　

本ほ
ん

当と
う

の
貧び

ん

乏ぼ
う

は
何な

に

か
と
聞き

か
れ
た
ら
、「
食た

べ
る
も
の
が

無な

い
」
と
い
う
の
が
正た

だ

し
い

答こ
た

え
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
現げ

ん

状じ
ょ
うは
、

食し
ょ
く

料り
ょ
うも
安あ

ん

定て
い

的て
き

に
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うさ

れ
、「
衣い

・
食し

ょ
く
・
住じ

ゅ
う
」
不ぶ

足そ
く

で
困こ

ま

り
果は

て
る
こ
と
も
無な

く
、

に
し
て
、
人に

ん

間げ
ん

だ
け

を
取と

り
去さ

る
。
す
る

と
、
ど
の
く
ら
い
の

期き

間か
ん

で
自し

然ぜ
ん

は
失し

っ

地ち

回か
い

復ふ
く

す
る
の
で
あ
ろ

う
か
」と
問と

い
つ
つ
も
、

「
そ
も
そ
も
、
人じ

ん

類る
い

が
進し

ん

化か

し
な
か
っ
た

ら
、地ち

球き
ゅ
うは
ど
う
な
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
こ
と
も
知し

り

た
い
。

　

こ
の
テ
ー
マ
の
答こ

た

え
を
見み

い
だ
す
べ
く
、

世せ

界か
い

を
駆か

け
巡め

ぐ

り
、

過か

去こ

に
遡

さ
か
の
ぼり
、
徹て

っ

底て
い

的て
き

な
調

ち
ょ
う

査さ

を
実じ

っ

行こ
う

し

た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
最さ

い

終し
ゅ
う

章し
ょ
うで
は
「
地ち

球
き
ゅ
う

は
、
私わ

た
し
た
ち
人じ

ん

類る
い

の

い
な
い
世せ

界か
い

を
寂さ

び

し

が
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
、
地ち

球き
ゅ
うと
人じ

ん

類る
い

関か
ん

し
て
は
、
生せ

い

態た
い

系け
い

の
頂

ち
ょ
う

点て
ん

に
達た

っ

し

た
こ
と
に
よ
り
、

他ほ
か

の
生せ

い

物ぶ
つ

か
ら
捕ほ

食し
ょ
くさ
れ
る
こ
と
は

無な

く
な
っ
た
。

　

唯ゆ
い

一い
つ、
人じ

ん

類る
い

同ど
う

士し

の
捕ほ

食し
ょ
くは
戦せ

ん

争そ
う

で
あ
る
。
戦せ

ん

争そ
う

以い

外が
い

に
は
飢き

饉き
ん

が
あ

る
が
、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く
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